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旧藩主の参勤交代列を再現した時代絵巻。
甲冑（かっちゅう）列や女人列、三役奴振り
などから成る総勢500人の大名行列は圧巻
で、見る者を魅了します。

2015
平成27年

9月号
No.210
毎月１日発行

02  〈特集〉

安心して
暮らし続けられる
まちを目指して

06  まちのできごとほっとトピックス
08  市からのお知らせ
12  こんにちはつるおか／声 ‐ voice ‐
13  スクールライフ！
14  つるおか情報掲示板
21  きらりと輝く人／ぐるぐる庄内
22  各種相談窓口



2

安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る

                       

ま
ち
を
目
指
し
て

　

総
人
口
の
う
ち
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
が
占
め
る
割
合
を

高
齢
化
率
と
い
い
ま
す
。
日
本
は
、
平
成
十
九
年
に
高
齢
化
率

が
二
一
・
五
％
と
な
り
、「
超
高
齢
社
会
（
高
齢
化
率
が
二
一
％

を
超
え
た
社
会
）」
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
全
国

的
な
課
題
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
の
が
認
知
症
高
齢
者
の
増
加

で
す
。
二
十
四
年
時
点
の
厚
生
労
働
省
の
推
計
で
は
、
六
十
五

歳
以
上
の
高
齢
者
の
一
五
％
、七
人
に
一
人
が
認
知
症
と
さ
れ
、

今
後
も
高
齢
化
率
の
上
昇
に
伴
い
認
知
症
高
齢
者
は
増
え
続
け

る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
市
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
く
、

認
知
症
高
齢
者
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

   

今
回
の
特
集
で
は
、
認
知
症
高
齢
者
を
守
り
支
え
る
本
市
の

認
知
症
対
策
を
紹
介
し
ま
す
。

◎
問
合
せ　

長
寿
介
護
課
高
齢
者
交
流
セ
ン
タ
ー

                                            

☎
29
‐
４
１
８
０

 

―  

鶴
岡
市
の
認
知
症
対
策  

―

健常者約2,217万人

軽度認知症※の
高齢者約400万人
（全体の約13％）

認知症有病者
約462万人

（全体の約15％）

65歳以上の高齢者
約3,079万人

約862万人
（全体の約28％）

※軽度認知症：正常と認知症の中間の段階。

（資料：平成24年厚生労働省の調査）

【
特
集
】

《65歳以上の高齢者のうち認知症の推計値》



3 広報つるおか　2015 . 9

日
頃
か
ら
生
活
習
慣
に
気
を
配
る

こ
と
で
、
認
知
症
を
予
防
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

▼
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

①
散
歩
等
の
軽
い
運
動
を
す
る

②
規
則
正
し
い
生

活
を
送
る

③
適
度
な
昼
寝
で

脳
を
休
め
る

④
楽
し
み
や
趣
味

を
持
つ

⑤
地
域
や
家
庭
で

役
割
を
持
つ

⑥
仲
間
の〝
輪
〟を

大
切
に
す
る

   

ま
た
、
症
状
が
軽
い
う
ち
に
適

切
な
治
療
を
受
け
る
こ
と
で
、
認

知
症
の
進
行
を
遅
ら
せ
た
り
、
症

状
を
改
善
し
た
り
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。
少
し
で
も
不
安
に
感
じ

た
ら
、
早
め
に
医
師
の
診
断
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

〝
支
え
る
・
守
る
〟

家
庭
で
の
介
護

   

認
知
症
の
人
を
支
え
る
最
も
身

近
な
存
在
は
家
族
で
す
。 

認
知

症
の
方
の
介
護
に
限
ら
ず
、
介
護

は
毎
日
続
く
も
の
。
介
護
す
る
側

も
さ
れ
る
側
も
、
無
理
な
く
穏
や

か
な
気
持
ち
を
保
つ
こ
と
が
重
要

で
す
。
特
に
、
認
知
症
の
方
は
、

人
が
認
知
症
高
齢
者
と
推
定
さ
れ

ま
す
。
さ
ら
に
、
認
知
症
予
備
軍

と
さ
れ
る
軽
度
認
知
症
の
方
を
加

え
る
と
、
そ
の
数
は
高
齢
者
の
四

人
に
一
人
、
約
一
万
一
千
人
と
な

り
ま
す
。

認
知
症
の
原
因
と
症
状

   

認
知
症
の
原
因
と
し
て
最
も
多

い
の
は
、
脳
の
神
経
細
胞
が
ゆ
っ

く
り
と
死
ん
で
脳
が
萎
縮
す
る

「
変
性
疾
患
」
と
呼
ば
れ
る
病
気

で
す
。
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知

症
や
前
頭
・
側
頭
型
変
性
症
等
は
、

こ
の
変
性
疾
患
が
原
因
で
す
。
次

に
多
い
の
が
、
脳
梗
塞
、
脳
出
血

な
ど
脳
血
管
の
病
気
で
す
。 

   

認
知
症
に
な
る
と
、
脳
の
細
胞

が
壊
れ
た
こ
と
で
起
こ
る
、
記
憶

障
害
等
の｢

中
核
症
状｣

と
呼
ば

れ
る
症
状
が
現
れ
、
現
実
を
正
し

く
認
識
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
ま

た
、
中
核
症
状
や
本
人
の
性
格
、

人
間
関
係
等
の
様
々
な
要
因
が
組

み
合
わ
さ
り
、
う
つ
状
態
に
な
る
、

幻
覚
を
見
る
、
暴
力
的
に
な
る
な

ど
、
行
動
や
心
理
面
に
も
症
状
が

現
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

〝遊〟と〝友〟
が

大切

 
実行機能障害

計画的に行動ができ
ない

（料理や買物等）

 
理解･判断力の低下

考えるスピードが遅
くなり、的確な判断
ができない

 
記憶障害

ついさっきのことを
忘れる

 
見当識障害

時間や場所、人物を
理解できない

中核症状

行動・心理症状不安
・

焦り

幻覚
・

妄想

興奮
・

暴力

徘
はいかい

徊 不潔行為

うつ状態

認知症の症状

   当てはまる項目がある場合は認知機能が衰えてきたサインか
もしれません。心配な方は近くの地域包括支援センターに相談
しましょう。

    □   物忘れが増えた
    □   日付や曜日が分からない
    □   簡単な計算ができなくなった
    □   家事などがてきぱきできなくなった
    □   作業中に話し掛けられると今までしていたこ
              とを忘れてしまう
    □   趣味等これまで関心があったことへの意欲が
           湧かない

自分（家族）でチェックしてみましょう

物忘れが気になったら…

〝
知
る
〟

認
知
症
の
現
状　

   

認
知
症
と
は
、
後
天
的
な
脳
の

病
気
等
で
記
憶
力
や
判
断
能
力
と

い
っ
た
認
知
機
能
が
低
下
し
、
日

常
生
活
に
支
障
を
来
す
状
態
の
こ

と
を
い
い
ま
す
。

   

老
い
に
伴
う
病
気
の
一
つ
で
、

高
齢
者
の
七
人
に
一
人
が
認
知
症

と
い
う
厚
生
労
働
省
の
推
計
を
本

市
に
当
て
は
め
る
と
、
六
千
二
百

〝
防
ぐ
〟

日
頃
か
ら
の
予
防
と
、

早
期
発
見
・
早
期
治
療　

   

残
念
な
が
ら
、
認
知
症
の
発
症

を
完
全
に
防
ぐ
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
認
知
症
の
大
部
分

を
占
め
る
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認

知
症
や
脳
血
管
性
認
知
症
は
、
生

活
習
慣
病
（
高
血
圧
、
糖
尿
病
、

高
脂
血
症
等
）
と
の
関
連
が
あ
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
バ
ラ
ン
ス
の

取
れ
た
食
事
や
適
度
な
運
動
等
、
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  高齢者虐待の多くが認知症の方に対するもの
です。認知症の進行とともに、介護への抵抗や
徘徊といった行動が目立つようになり、介護す
る側の負担が増えることで、虐待につながるこ
とが心配されます。次のことを心掛け虐待を未
然に防止しましょう。

▼思いやりを持って接する
▼認知症に対する正しい知  
    識を身に付ける
▼一人で悩みを抱え込まず相談する。「認知症
   の人と家族の交流のつどい」など介護者の集
   い等に参加し、介護についての情報交換や悩
   みを相談する。
   
□地域で見守りましょう□
   高齢者虐待の早期発見のためには、周囲の「気
づき」が大切です。もし、日常生活の中で高齢
者の様子が「おかしいな」と感じたり、気掛か
りなことがあったりしたら、また、虐待を発見
したら地域包括支援センター等に相談・連絡し
ましょう。

精
神
的
に
不
安
定
に
な
る
と
、
異

常
な
言
動
等
の
症
状
が
出
や
す
く

な
り
、
介
護
す
る
側
の
負
担
も
大

き
く
な
り
ま
す
。
認
知
症
の
症
状

を
理
解
し
、
人
格
や
自
尊
心
を
尊

重
し
な
が
ら
、
笑
顔
で
ゆ
っ
く
り

と
、
本
人
の
視
野
に
入
っ
て
話
す

な
ど
不
安
を
与
え
な
い
よ
う
に
接

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

   

ま
た
、
介
護
す
る
側
の
頑
張
り

過
ぎ
も
禁
物
で
す
。
疲
れ
や
ス
ト

レ
ス
が
原
因
で
虐
待
に
つ
な
が
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
一
人
で
抱
え

込
ま
ず
家
族
や
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

 

支
援
制
度
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

   

認
知
症
や
障
害
等
で
判
断
能
力

が
不
十
分
な
方
の
権
利
や
財
産
を

守
る
た
め
、
成
年
後
見
制
度
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
制
度
に
は
、
既
に

判
断
能
力
が
不
十
分
な
人
が
家
庭

裁
判
所
に
申
立
て
を
行
い
、
審
判

で
後
見
人
等
を
選
任
す
る
「
法
定

後
見
制
度
」
と
、
将
来
の
判
断
能

力
の
低
下
に
備
え
、
後
見
人
に
な

っ
て
も
ら
い
た
い
人
を
契
約
で
あ

ら
か
じ
め
決
め
て
お
く
「
任
意
後

見
制
度
」
の
二
種
類
が
あ
り
ま
す
。

   

本
人
の
判
断
能
力
の
程
度
や
契

約
条
項
等
で
具
体
的
な
内
容
は
異

な
り
ま
す
が
、
後
見
人
等
が
預
貯

金
等
の
管
理
や
、
様
々
な
契
約
・

手
続
き
等
を
法
律
的
に
支
援
し
ま

す
。  

   

本
市
で
は
、
認
知
症
支
援
の
輪

を
広
げ
る
た
め
、
認
知
症
に
つ
い

て
正
し
い
理
解
を
促
す
講
演
会
や

研
修
会
の
開
催
、
認
知
症
の
方
や

家
族
を
支
援
す
る
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
の
養
成
等
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
そ
し
て
、
七
月
一
日
に
新

し
い
支
援
の
取
り
組
み
〝「
ほ
っ

と
安
心
」
見
守
り
ネ
ッ
ト
つ
る
お

か
〟
を
始
め
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

外
出
す
る
と
自
宅
に
戻
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
認

知
症
の
方
等
の
情
報
を
事
前
に
登

録
す
る
こ
と
で
、
徘は

い
か
い徊

等
に
よ
る

行
方
不
明
の
未
然
防
止
・
早
期
発

見
を
図
る
も
の
で
す
。
登
録
さ
れ

た
情
報
は
警
察
や
地
域
、
協
力
事

業
所
等
と
共
有
さ
れ
、
地
域
ぐ
る

み
で
の
見
守
り
や
声
掛
け
、
効
果

的
な
捜
索
に
利
用
さ
れ
ま
す
。

 

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
に 

  

認
知
症
は
誰
も
が
な
り
得
る
、

身
近
な
病
気
で
す
。
認
知
症
に
な

っ
て
も
穏
や
か
に
暮
ら
し
て
い
く

た
め
に
は
、
家
庭
だ
け
で
な
く
地

域
全
体
で
支
え
る
仕
組
み
が
不
可

欠
で
す
。
本
市
は
、
こ
れ
か
ら
も

認
知
症
の
方
に
寄
り
添
っ
た
取
り

組
み
を
継
続
し
、
地
域
の
皆
さ
ん

と
協
力
し
な
が
ら
、
誰
も
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

みんなで防ごう、高齢者虐待成年後見制度利用の流れ

～法定後見制度の手続き～
 ■問山形家庭裁判所鶴岡支部☎23‐6677

①申立て
…本人の住所地の家庭裁判所に申し立てます。
※本人・配偶者・４親等内の親族・市区町村長等が申し立てる
ことができます。
②審理・審判
…家庭裁判所において申立ての内容を審査した上で、後見内容
を定め、後見人等を選任します。
※審判をするに当たっては、原則として医師による鑑定が必要
です。
※後見事務の監督のため、後見監督人が選任されることがあり
ます。
※審判内容は本人と後見人に通知されます。
③審判確定・登記
…後見等開始の審判が確定すると、その内容が登記されます。
④後見事務開始

～任意後見制度の手続き～
 ■問鶴岡公証役場☎22‐9996

①任意後見契約・登記
…本人と任意後見受任者（任意後見人となる人）が公証役場で
任意後見契約を結ぶと、その内容が登記されます。
②申立て（判断能力が低下したら）
…任意後見監督人の選任を家庭裁判所に申し立てます。
③審理・審判・審判確定
…任意後見監督人を選任する審判が確定すると、その内容が登
記されます。
④後見事務開始

高齢者虐待とは…
○ 身体的虐待：暴行等
○ 心理的虐待 ：暴言や無視等
○ 経済的虐待：年金を取り上げる等
○ 性 的 虐 待 ：わいせつな行為をする等
○ 介 護 放 棄 ：介護や世話をしない等

   成年後見制度を利用する場合は、手続きが必要です。
  各制度で手続きの方法や必要書類、費用等が異なりますの
で、それぞれの問合せ先に確認してください。
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お住まいの地域 担当の地域包括支援センター 電話番号
第一学区、第四学区 健楽園地域包括支援センター 25‐0888

第二学区、斎地区、黄金地区 鶴岡市社会福祉協議会地域包括支援センターなえづ支所 25‐9275
第三学区、湯田川地区、田川地区 地域包括支援センターつくし 29‐1256

第五学区、栄地区 永寿荘地域包括支援センター 29‐2900
第六学区、大泉地区、京田地区    鶴岡市社会福祉協議会地域包括支援センター本センター 29‐1626

上郷地区、大山地区                                    〃                                    おおやま支所 33‐0202
三瀬地区、小堅地区、由良地区                                    〃                                    とようら支所 38‐8150

加茂地区、湯野浜地区、西郷地区 しおん荘地域包括支援センター 76‐3762
藤島地域 地域包括支援センターふじしま 78‐2370
羽黒地域                  〃                 かみじ荘 64‐8281
櫛引地域 鶴岡市社会福祉協議会地域包括支援センターくしびき支所 57‐5300
朝日地域 地域包括支援センターあさひ 58‐1068
温海地域 鶴岡市社会福祉協議会地域包括支援センターあつみ支所 43‐2301

行方不明になったとき

登録の流れ

鶴岡警察署家族

申 請
・登録情報
・写       真

相 談

訪問し、申請書を作成
（登録情報の聞き取り・写真撮影）

親戚や消防団に捜索を依頼する 自宅訪問や協力団体への連絡

 
登録している●●です。
おばあちゃんがいなくな
りました。

認知症徘徊ＳＯＳネットワーク “「ほっと安心」見守りネットつるおか” の仕組み

を伝える。

データ提供
・登録情報
・写       真

 

  この取り組みは、市が鶴岡警察署、鶴岡市町内会連合会、鶴
岡市民生児童委員協議会、認知症家族の会、介護保険の事業所
等と連携して認知症の方やその家族を支援するものです。７月
24日に、事前に申請された登録情報等を鶴岡警察署に引き継
ぎました。現在、市内の51法人163の事業所が捜索協力登録
機関となっています。 事前登録申請書等引継式

   お住まいの地域の地域包括支援センターに気軽にご相談ください。

行方が分からなくなったら…
すぐに警察に110番通報 !!

地域包括支援
センター

《事務局》
  長寿介護課高齢者
  交流センター

居宅ケアマネージャー
本所長寿介護課
各地域庁舎市民福祉課

長寿介護課高齢者交流センター
各地域庁舎市民福祉課
地域包括支援センター

認 知 症 の 相 談 窓 口

了解しました。
登録情報を基に直ちに
捜索します。

連
絡

相
談

家族等 鶴岡警察署・氏名 ･ 住所・服装
・いつもの行き先
・徘徊の有無   等

を伝える

《登録情報》
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ま でち き ご との
つほ ト ピ ツ ク スと

櫛引 清正公祭御逮夜祭

＜天澤寺＞

戦国武将加藤清正公とその嫡男・忠廣公を供養
する「清正公祭」が、ゆかりの地・丸岡地区で
行われました。本祭前夜の御逮夜祭では、両公

７.18
の御尊像を持った地区住民や、稚児行列が参道
を巡行。その後境内で多くの住民が見守る中、
櫛引西小太鼓と丸岡桐箱踊りが披露されました。

藤島 藤島歴史公園開園式

＜藤島地区＞

藤島地域の観光・交流の拠点となるこの公園。青
空の下、開園式が行われ、地元関係者ら約50
人が出席しました。テープカット後に、こりす

７. 22
保育園の園児が歩き初めをして、完成をお祝い。
公園の目玉となる大藤棚や藤のトンネルに植栽
された藤は、３・４年後に見頃となる予定です。



7 広報つるおか　2015 . 9

温海 全国豊かな海づくり大会記念リレー放流

「元気でね」「大きくなって帰ってきてね」。
温海小３年生がサクラマスやアユの稚魚
約8,000匹を温海川に放流しました。

７. 22

＜湯温海地区＞

朝日 ジュニアキャンプ

朝日地域の小学６年生が大自然を満喫し
ました。川での運動会も大盛り上がり。
忘れられない思い出になったようです。

７. 25
 ～26

＜大鳥地区＞

羽黒 増川郷六所神社例大祭 町屋かぐら

今年も泣き叫ぶ声が聞こえてきます。天
狗（てんぐ）と神楽が家々を回り、子供た
ちが元気で丈夫に育つよう祈願しました。

８.14

＜増川郷＞

櫛引 黒川能装束虫干し特別公開展示

能面42点と装束19点を展示。来場者は、
多様な表情の能面や細やかな文様が施さ
れた装束に見入っていました。

７. 23
 ～26

＜王祇会館＞

鶴岡 加茂水族館 入館者100万人達成セレモニー

100万人目の入館者は、お孫さんら家族
と訪れた神奈川県の松井広志さん。認定
書が交付され、記念品が贈られました。

８.12

＜加茂水族館＞

鶴岡 小学生漁村体験

イカ飯作りでは、ぬるぬるのイカに悪戦
苦闘しながらも、真剣なまなざしでさば
きます。「イカの体の中、初めて見た～」。

７. 29

＜加茂水産高校＞
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市役所電話番号
　本　　所☎25‐2111　藤島庁舎☎64‐2111　羽黒庁舎☎62‐2111
　櫛引庁舎☎57‐2111　朝日庁舎☎53‐2111　温海庁舎☎43‐2111

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP＝ホームページ

荘内病院職員募集（薬剤師）【平成28年４月１日採用予定】

職員募集

■問荘内病院総務課☎26‐5111内線6341

■募集職種（募集人員）・受験資格
▷薬剤師（若干名）…昭和56年４月２日以降に生
　まれ、薬剤師免許を取得している方または平成28
　年４月までに取得見込みの方

■試験日時・会場
▷１次試験…９月27日○日 午前10時・同院
▷２次試験…１次試験合格者を対象に、11月上旬
　同院で実施

■申込み受付
▷９月１日○火 ～16日○水 に、申込書を同院総務課へ（郵
　送の場合は９月16日までの消印有効）

▷市HP「電子申請」からも手続きができます

■受験案内・申込書の交付
▷同院総務課及び市役所本所職員課で交付
▷郵便で請求する場合は、封筒の表に「受験案内請
　求」と朱書きし、140円分の切手を貼った返信用
　封筒（宛先を明記したＡ４判用の角形２号封筒。
　折り畳んでも構いません）と応募職種・連絡先を
　記入したメモを同封して、
　同院総務課（〒997‐8515
　市内泉町４‐20）へ
▷市HP及び同院HPからダウン
　ロードすることもできます

本市は10月１日に合併・市制施行10周年を迎えます 
鶴岡市市制施行10周年記念式典の参加者を募集します

参加者募集

■問本所総務課☎内線315

■日　時　10月１日○木 午後２時30分

■会　場　グランドエル・サン

■申込み　ハガキに氏名・住所・電話番号を記入の上、
　９月15日○火 まで本所総務課（〒997‐8601市内馬場
　町９‐25）へ（９月15日までの消印有効）。詳しくは
　市HPをご覧ください

平成27年国勢調査 インターネット回答が便利です
国勢調査

■問本所政策企画課☎内線703または各地域庁舎総務企画課へ

　国勢調査は５年に一度の国の最も重要な統計調査
です。調査結果は、福祉施策や生活環境整備、災害
対策等、日本の未来をつくるために欠かせない様々
な施策の計画策定に活用されます。調査の対象は、
平成27年10月１日現在、日本に住んでいる全ての
人・世帯です。
　今回の調査では、お持ちのパソコンやスマートフ
ォン等から、インターネットでいつでも回答ができ

るようになり、より便利で簡単にな
ります。

 調査の流れは次のとおりです
①先にインターネットでの回答を受
　け付けます
　９月初旬から国勢調査員が各世帯

を訪問し、インターネットでの回答についての案内
を配布します。調査項目は、世帯全員の生年月日・
勤務先・詳細な仕事内容等です。
◎回答期間　9 月10日○木 ～ 20日○日
　回答期間中、本所東庁舎に回答用のパソコンを設
置しますので、ご利用ください（土曜・日曜日を除
く午前８時30分～午後５時15分）。

②次に紙の調査票での回答を受け付けます
　９月24日○木 から国勢調査員がインターネットで
の回答がなかった世帯を訪問し、紙の調査票を配布
します。
◎回答期間　10月１日○木 ～７日○水
◎提出方法　国勢調査員に直接提出するか、郵送で
　提出してください
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マイナンバーの通知カードを居所で受け取ることができます
マイナンバー制度

■問本所市民課☎内線116または各地域庁舎市民福祉課へ

　マイナンバー（社会保障・税番号）は国民一人ひ
とりが持つ12桁の番号です。社会保障・税・災害
対策の分野等で個人情報を適切・効率的に管理する
ために活用されます。
　10月にマイナンバーをお知らせするための「通
知カード」を住所地（住民票の住所）に送付します。
ただし、次のような事情で住所地で受け取ることが
できない方は、申請によって、居所（実際にお住ま
いの場所）で受け取ることができます。
◎対　象
○東日本大震災の被災者

○ドメスティックバイオレンス（ＤＶ）等の被害者
○長期間、医療機関・施設に入所していて、受け取る
　同居家族がいない方
◎申請期間　９月25日○金 まで（９月25日必着）
◎申請方法　必要書類を添付の上、申請書を住所地
　の市区町村へ（郵送も可）
○申請書は本所市民課及び各地域庁舎市民福祉課に
　あります。また、市HPからダウンロードすること
　もできます
○住所地が本市である場合は、本所市民課または各
　地域庁舎市民福祉課へ申請してください

「月山ジオパーク」の日本ジオパーク認定に向けて
地域資源保全

■問羽黒庁舎観光商工室（いでは文化記念館）☎62‐4727

ジオパークとは
　地層や岩石、火山など様々な地質遺産から、大地
の成り立ちと私たちとの関わりを学ぶことができる

「自然公園」です。
　ジオパークには、ユネスコ（国際連合教育科学文
化機関）が支援する「世界ジオパーク」と、国内認
定機関である日本ジオパーク委員会が認定する「日
本ジオパーク」があります。

「月山ジオパーク」について
　今年３月24日に、本市・庄内町・西川町・大蔵村・
戸沢村の５市町村とその商工団体、国・県等で構成
される「月山ジオパーク推進協議会」が設立されま
した。
　月山周辺には、夏まで雪が多く残る独特な気候風
土や貴重な高山植物、「東の奥参り」として栄えた
出羽三山の山岳信仰などの地域資源があります。同

協議会では、これら地域資源
の保全や、教育・観光の新た
な切り口としての活用、持続
可能な発展を目的に、月山周
辺を「月山ジオパーク」とし、平成28年度の日本
ジオパーク認定に向けて取り組みを進めています。
　今年は、各市町村の地域資源の価値・魅力を確認
し、ジオパークについて理解を深めるためのワーク
ショップ等を実施します。
ワークショップ（鶴岡会場）を開催します
◎日時・内容
　①９月29日○火 午前９時30分…座学
　②10月９日○金 午前９時30分…フィールドワーク
　※いずれか１回の参加も可能です。
◎会場・集合場所　いでは文化記念館
◎申込み先　羽黒庁舎観光商工室

感電死事故が発生しています 
獣害対策用電気柵の感電事故を防止しましょう

■問本所農政課☎内線552または各地域庁舎産業課へ

　獣害対策用電気柵を設置する場合は、安全確保の
ために次のことを守りましょう。
◎周囲の人が見やすい位置に、見やすい文字で「危
　険」と表示する
◎出力電流が制限される電気柵用の電源装置を使用
　する

◎人が容易に立ち入ることができる場所に電気柵を
　設置し、使用電圧30Ｖ以上の電源（家庭用コン
　セント等）から電気を供給する場合は、漏電遮断
　器を設置する
◎容易に開閉できる場所に専用の開閉器（スイッチ）
　を設置する

電気柵に近づいたり、触れたりしないでください。子供が電気柵周辺で遊ぶことがないよう、注意しましょう。

事故防止
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健
康
・
福
祉
・
年
金

９
月
30
日
で
終
了
し
ま
す 

個
別
特
定
健
診
を
受
け
ま
し
た
か
？

■場
市
内
医
療
機
関　

■対
昭
和
21
年
４
月
１
日

以
前
に
生
ま
れ
た
方
（
集
団
健
診
や
人
間
ド

ッ
ク
を
受
け
た
方
ま
た

は
受
け
る
予
定
の
方
を

除
く
）　

■持
特
定
健
診

受
診
券
、
医
療
保
険
証
、

介
護
保
険
証　

■問
健
康

課
☎
内
線
３
６
６

困
り
ご
と
な
ど
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
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民
生
委
員
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童
委
員
が
委
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さ
れ
ま
し
た

　

次
の
方
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

▽
第
３
民
生
区
（
第
三
学
区
）
…
佐
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和
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（
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町
）　

▽
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地
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（
藤
島
地
域
）

…
黒
井
み
き
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主
任
児
童
委
員
）	

■問
本
所
福
祉
課
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３
９

人
工
透
析
を
受
け
て
い
る
方
へ 

通
院
交
通
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を
助
成
し
ま
す

■対
次
の
全
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に
該
当
す
る
方　

▽
市
内
に
住

所
が
あ
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腎
臓
機
能
障
害
に
よ
る
身
体
障

害
者
手
帳
を
所
持
し
て
い
る　

▽
人
工
透
析

療
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を
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け
る
た
め
に
交
通
機
関
（
自
家
用

車
含
む
）
を
利
用
し
て
通
院
し
て
い
る　

▽

本
人
及
び
同
居
世
帯
の
生
計
中
心
者
が
所
得

税
を
課
税
さ
れ
て
い
な
い　

▽
生
活
保
護
等

で
通
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通
費
の
給
付
を
受
け
て
い
な
い

■内
通
院
交
通
費
と
し
て
実
際
に
か
か
っ
た
額

と
交
付
基
準
額
の
う
ち
、
ど
ち
ら
か
低
い
方

の
額
を
助
成　

■申
９
月
30
日
○水
ま
で
申
請
書
、

通
院
報
告
書
、
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収
書
（
タ
ク
シ
ー
等
を
利

用
し
た
方
の
み
）
を
本
所
福
祉
課
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３
６
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
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民
福
祉
課
へ

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ 

老
齢
基
礎
年
金
に
つ
い
て

　

今
年
度
の
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
は
78

万
１
０
０
円
で
す
。
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け

取
る
に
は
、
▽
保
険
料
納
付
期
間　

▽
厚
生

年
金
等
の
加
入
期
間　

▽
国
民
年
金
第
３
号

被
保
険
者
の
期
間　

▽
保
険
料
免
除
期
間

▽
学
生
納
付
特
例
期
間　

▽
任
意
加
入
で
き

る
人
が
加
入
し
な
か
っ
た
期
間
等
を
合
計
し

て
25
年
以
上
の
期
間
が
必
要
で
す
。
保
険
料

の
未
納
期
間
が
あ
る
と
年
金
額
は
減
額
さ
れ

ま
す
。

　

受
給
資
格
を
満
た
し
て
い
な
い
人
は
、
60

歳
以
降
で
も
受
給
資
格
期
間
を
満
た
す
ま
で

（
最
長
で
70
歳
に
達
す
る
月
の
前
月
ま
で
）

任
意
加
入
で
き
ま
す
。
ま
た
、
満
額
受
給
で

き
な
い
人
は
、
60
歳
以
降
で
も
65
歳
に
達
す

る
月
の
前
月
ま
で
任
意
加
入
し
、
保
険
料
を

納
付
す
る
こ
と
で
、
年
金
額
を
満
額
に
近
づ

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

老
齢
基
礎
年
金
の
支
給
開
始
年
齢
は
65
歳

で
す
が
、
本
人
の
希
望
で
60
歳
以
上
65
歳
未

満
の
間
で
も
、
年
齢
に
応
じ
て
減
額
さ
れ
た

年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
65
歳

以
降
も
減
額
率
は
そ
の
ま
ま
）。
こ
の
繰
上

げ
請
求
に
よ
っ
て
年
金
受
給
中
の
人
が
、
65

歳
前
に
障
害
者
や
寡
婦
と
な
っ
た
場
合
は
、

障
害
基
礎
年
金
や
寡
婦
年
金
は
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
。

■問
鶴
岡
年
金
事
務
所
☎
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‐
５
０
４
０
、
本

所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
１
３
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ
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健康つるおかマイレージ事業がスタートします
■問健康課（にこ♥ふる）☎内線368

健康つるおかマイレージ事業とは
　健康づくりに関する事業に参加するなど、健康づ
くりに取り組んでポイントを集めて、一定のポイン
トに達すると特典をもらえる制度です。皆さんの健
康づくりを応援します。

対象となる取り組み・ポイント
▷特定健診・各がん検診の受診（必須。職場の健診・
　検診も含む）…10ポイント（以下、Ｐ）
▷てくてく健康「里山あるき」等への参加…５Ｐ
▷運動施設や総合型地域スポーツクラブでのトレー
　ニング等（１回30分以上を週２回以上）…10Ｐ
▷健康に関するイベント・講演会・セミナー等への
　参加…10Ｐ
▷食生活改善推進員養成講座の受講（修了者）…30Ｐ
▷ヘルスアップセミナーの受講（修了者）…50Ｐ

▷禁煙達成（３か月以上）
　…50Ｐ
※今年４月以降の取り組み
　が対象です。

健康づくり

特典の内容
▷100Ｐに達すると…協賛店で特典や
　サービスを受けられる「やまがた健康づくり応援
　カード」を差し上げます（10月１日○木 から健康
　課及び各地域庁舎市民福祉課でお渡しします）
▷200Ｐに達すると…健康つるおかマイレージロゴ
　入りタオルを差し上げます（10月11日○日 に開催
　の「健康のつどい」で、また、13日○火 から健康課
　及び各地域庁舎市民福祉課でお渡しします）

ポイントカードの設置
◎設置開始日　９月１日○火
◎設置場所　▷健康課　▷各地域庁舎市民福祉課
▷スポーツ課　▷本所長寿介護課・国保年金課　▷
高齢者交流センター　▷各コミュニティセンター
▷健診機関（荘内地区健康管理センター、荘内病院
等）　▷運動施設（小真木原総合体育館、藤島・羽
黒体育館、櫛引・朝日スポーツセンター、温海ふれ
あいセンター、市民プール等）　等
※各自でポイントをカードに記入してください。
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生
活
・
そ
の
他

入
居
者
募
集

▼
市
営
住
宅

住
宅
名

間
取
り
等

戸
数

鶴岡
城
南
住
宅

２
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

ち
わ
ら
住
宅
３
Ｄ
Ｋ（
子
育
て
向
け
）
３

美
原
住
宅

２
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

稲
生
住
宅

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

東
部
住
宅

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

み
ど
り
住
宅
１
階
・
２
Ｄ
Ｋ

（
高
齢
・
障
害
者
向
け
）
１

大
西
住
宅

２
階
・
２
Ｄ
Ｋ

１

大
山
住
宅

１
階
・
２
Ｄ
Ｋ

（
高
齢
・
障
害
者
向
け
）
１

朝日
下
名
川
住
宅
平
屋
・
３
Ｄ
Ｋ

１

温海
紅
葉
岡
住
宅
３
階
・
３
Ｋ

１

柳
原
住
宅

２
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

▼
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

住
宅
名

間
取
り
等

戸
数

羽黒
荒
川
住
宅

平
屋
・
４
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１

■
入
居
時
期　

11
月
中
旬
以
降　

■申
９
月
１

日
○火
～
18
日
○金
に
本
所
建
築
課
☎
内
線
４
８

３
ま
た
は
各
建
設
事
務
室
（
羽
黒
・
朝
日
・
温

海
庁
舎
）
へ　

■他
入
居
資
格
要
件
あ
り
。
一

部
の
住
戸
は
世
帯
状
況
に
応
じ
た
優
先
選
考

鶴
岡
墓
園
の
使
用
者
を 

募
集
し
ま
す

■対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方　

▽
市
内
に
住

所
が
あ
る　

▽
自
宅
に
焼
骨
を
保
管
し
納
骨

す
る
場
所
が
な
い　

▽
使
用
許
可
後
１
年
以

内
に
墓
碑
等
を
建
立
し
焼
骨
の
埋
蔵
計
画
が

あ
る　

■
募
集
区
画
・
永
代
使
用
料
・
管
理
料

年
額（
今
年
度
分
は
半
額
）　

▽
４
㎡
…
４
区

画
・
15
万
５
、
０
０
０
円
・
３
、
６
０
０
円　

▽
６
㎡
…
６
区
画
・
23
万
円
・
４
、
８
０
０

円　

■申
９
月
３
日
○木
～
16
日
○水
に
本
所
市
民

課
☎
内
線
１
５
８
へ　

■他
抽
せ
ん
会
（
■日
９

月
28
日
○月
午
後
２
時　

■場
市
役
所
本
所
）

９
月
は
「
オ
ゾ
ン
層
保
護
対

策
推
進
月
間
」

　

地
球
温
暖
化
防
止
、
オ
ゾ
ン
層
保
護
の
た

め
、
フ
ロ
ン
類
の
回
収
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
地
球
を
取
り
巻
く
オ
ゾ
ン
層
は
、

皮
膚
が
ん
や
白
内
障
等
の
原
因
と
な
る
有
害

な
紫
外
線
か
ら
私
た
ち
を
守
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
近
年
、
フ
ロ
ン
類
に
よ
っ
て
オ
ゾ

ン
層
の
破
壊
が
進
ん
で
い
る
こ
と
が
よ
く
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
オ
ゾ
ン
層
を
回
復
さ
せ
る

た
め
、
冷
蔵
庫
や
エ
ア
コ
ン
等
フ
ロ
ン
類
を

用
い
た
家
電
製
品
の
処
分
を
適
切
に
行
い
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
業
務
用
エ
ア
コ
ン
・
冷
凍

冷
蔵
庫
の
廃
棄
時
に
は
、
知
事
の
登
録
を
受

け
た
専
門
業
者
に
よ
る
フ
ロ
ン
類
の
回
収
が

必
要
で
す
（
整
備
時
に
フ
ロ
ン
類
の
回
収
が

必
要
な
場
合
も
同
様
）。
地
球
環
境
に
優
し

い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
環
境
課
☎
内
線
７
２
０

９
月
10
日
は
「
下
水
道
の
日
」 

忘
れ
な
い 

暮
ら
し
の
下
に 

下
水
道

　

下
水
道
は
、
川
や
海
の
水
質
環
境
の
保
全

や
衛
生
的
で
快
適
な
生
活
を
支
え
て
い
ま
す
。

下
水
道
の
日
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
下
水
道
い
ろ

い
ろ
コ
ン
ク
ー
ル
応
募
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

■日
９
月
10
日
○木
～
18
日
○金　

■場
市
役
所
本
所　

■問
上
下
水
道
部
下
水
道
課
☎
25
‐
５
８
６
０

９
月
１
日
は
「
防
災
の
日
」 

防
災
フ
ェ
ア
２
０
１
５

　

関
東
大
震
災
や
伊
勢
湾
台
風
を
教
訓
に
、

災
害
へ
の
意
識
を
高
め
、
災
害
に
備
え
る
こ

と
を
目
的
に
、
防
災
の
日
の
前
後
１
週
間
は

「
防
災
週
間
（
８
月
30
日
～
９
月
５
日
）」
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
も
し
も
の
と
き
の
避
難
場

所
や
、
家
族
と
の
連
絡
方
法
を
確
認
し
て
お

く
と
と
も
に
、
防
災
に
関
す
る
知
識
や
技
術

を
習
得
し
ま
し
ょ
う
。

■日
９
月
１
日
○火
～
４
日
○金
午
前
10
時
～
午
後

４
時
（
４
日
は
午
後
３
時
ま
で
）　

■場
市
役

所
本
所　

■内
各
種
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
・
非
常

持
出
袋
・
防
災
資
器
材
の
展
示
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を

使
っ
た
心
肺
蘇そ

生
法
の
講
習
、
防
災
に
関
す

る
相
談
窓
口
の
開
設
等　

■問
本
所
防
災
安
全

課
☎
内
線
１
９
９

９
月
21
日
～
30
日 

秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動

　

日
没
が
早
ま
る
秋
以
降
は
、
夕
暮
れ
時
か

ら
夜
間
に
か
け
て
交
通
事
故
が
多
発
し
ま
す
。

市
民
一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー

を
守
り
、
市
民
総
参
加
で
交
通
事
故
の
防
止

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
１
６
３

キ
ノ
コ
採
り
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
す 

キ
ノ
コ
採
り
の
事
故
に
注
意
!!

　

次
の
こ
と
を
守
り
、
事
故
に
遭
わ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▽
一
人
で
出
掛
け
な
い　

▽
行
き
先
や
帰
る

時
間
、
連
絡
先
等
を
家
族
に
知
ら
せ
て
お
く　

▽
迷
っ
た
ら
歩
き
回
ら
な
い　

▽
携
帯
電
話
、

食
料
、
防
寒
具
を
持
っ
て
行
く　

▽
暗
く
な

る
前
に
帰
る

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
１
９
９

秋
は
熊
の
活
動
が
活
発
に
な
り
ま
す 

熊
の
出
没
に
注
意
!!

　

秋
に
な
る
と
、
熊
は
冬
眠
に
備
え
、
食
べ

物
を
求
め
て
活
発
に
活
動
し
ま
す
。
特
に
、

夕
方
か
ら
早
朝
ま
で
の
間
は
、
人
里
に
出
没

す
る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。
山
や
山
際

の
農
地
に
出
掛
け
る
際
は
、
鈴
や
笛
、
ラ
ジ

オ
等
音
の
出
る
も
の
を
携
帯
し
、
十
分
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。
未
収
穫
の
野
菜
や
果
物

等
は
、
熊
を
呼
び
寄
せ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

残
さ
ず
に
回
収
し
て
く
だ
さ
い
。

　

熊
を
見
掛
け
た
場
合
は
、
刺
激
を
し
な
い

よ
う
に
そ
の
場
を
離
れ
、近
く
の
駐
在
所（
警

察
署
）、本
所
農
政
課
☎
内
線
５
５
２
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
産
業
課
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

９
月
20
日
～
26
日
は「
動
物
愛
護
週
間
」 

飼
う
前
も
、飼
っ
て
か
ら
も
考
え
よ
う

▽
動
物
は
終
生
大
切
に
飼
い
、
捨
て
犬
・
捨

て
猫
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
（
動
物
を
捨

て
る
こ
と
は
犯
罪
で
す
）　

▽
繁
殖
を
望
ま

な
い
・
産
ま
れ
て
も
自
分
で
育
て
ら
れ
な
い

場
合
は
不
妊
・
去
勢
手
術
を
し
ま
し
ょ
う

▽
し
つ
け
や
健
康
管
理
を
し
、
動
物
の
種
類

に
合
っ
た
快
適
な
環
境
を
整
え
ま
し
ょ
う　

▽
動
物
を
飼
っ
て
い
な
い
人
に
も
迷
惑
を
掛

け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

　

ど
う
し
て
も
飼
え
な
い
事
情
が
で
き
た
場

合
は
、
庄
内
保
健
所
生
活
衛
生
課
☎
66
‐
４

７
４
８
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
新
し
い
飼
い

主
を
探
す
た
め
の
掲
示
板
も
設
け
て
い
ま
す
。

■問
健
康
課
☎
内
線
３
６
２

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP＝ホームページ
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市への意見や質問、広報を読んで
の感想などをお寄せください。
◎送り先　本所総務課
　　　　　☎25‐2111内線316

地
元
で
の
就
職
に
つ
い
て

相
談
し
た
い
の
で
す
が

　

大
学
進
学
を
機
に
上
京
し
就
職
し
ま

し
た
が
、
地
元
の
鶴
岡
に
戻
り
、
転
職

す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
新
し

い
就
職
先
を
探
す
際
に
相
談
で
き
る
窓

口
は
あ
り
ま
す
か
。

鶴
岡
ワ
ー
ク
サ
ポ
ー
ト
ル
ー

ム
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

鶴
岡
ワ
ー
ク
サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム
で
は
、

就
職
に
関
す
る
困
難
を
抱
え
る
方
や
、

地
元
で
の
就
職
を
希
望
す
る
方
等
を
支

援
す
る
た
め
に
、
若
年
者
無
料
職
業
紹

介
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

◎
開
設
日
時　

月
曜
～
金
曜
日
（
祝
日

及
び
年
末
年
始
を
除
く
）
午
前
９
時
～

午
後
４
時

◎
開
設
場
所　

市
役

所
本
所
１
階
（
総
合

相
談
室
隣
）

◎
内
容　

①
若
年
者
無
料
職
業

紹
介　

ハ
ロ
ー
ワ
ー

QＡ

108

リノベーションで新しいまちづくり

建築家。東北芸術工科大学教授。建築家ユニット「みかんぐ
み」共同主宰。「マルヤガーデンズ」（鹿児島市）などのリノ
ベーションを手掛ける。2009年に同大学でエコハウスの研
究を開始。再生可能エネルギーと県産木材を活用した「山形
エコハウス」の設計に携わる。「鶴岡リノベーションスクール」
総合プロデューサーとして来鶴。神奈川県出身。

竹
た け う ち

内 昌
ま さ よ し

義 さん

「鶴岡リノベーションスクール」第１回トークカフェの様子（７月３日／江鶴亭）

　リノベーションとは、一般的に時代や用途に合わ
せて、既存の建物を新しく改修することです。ただ、
ここで言うリノベーションは、建物をどう使うか、
どう生かすかという、内容を中心として考えるリノ
ベーションです。例えば、空き家をどう活用するか
を考えたり、使われていない施設の再生の仕方を探
ったり。新しい用途を見出していくことが特徴です。
　鶴岡には、リノベーションすることでもっと人が
集まる場所になる建物が点在していると感じます。
天神祭の日はものすごく混みますよね。それは、祭
りに人を集める魅力があるからだと思います。人々
が心をひかれる「何か」がある場所には、おのずと
人が集まってきます。街中にそういう場所がたくさ
んあって、それらが互いに結びつくことで、その地

域全体が活性化することに
つながっていきます。
　では、その「何か」とは
何でしょうか。それは地元

の人の目にしか映らないものもあるし、私たち外部
の人の目にこそ映るものもある。それぞれの目線か
ら見える魅力と欠点を自由に出し合って、これから
のまちづくりに生かしていこうとするのが「鶴岡リ
ノベーションスクール」です。３回のトークカフェ
と、それに続くリノベーションスクールで、建物単
体をリノベーションするだけではなく、地域全体を
活性化していくためのヒントを、地元の人と一緒に
見付けていけたらいいなと思っています。
　建物をまちの財産として捉え、地域住民と協力し
ながら住みやすいまちを創り出す「現代版家守（や
もり）」の役割も重要だと考えています。そしてリ
ノベーションに携わる人や動きが活発になるよう、
行政がバックアップすることが必要です。このよう
な環境が整えば、また一味違う鶴岡の魅力が生まれ
てくるのではないでしょうか。リノベーションスク
ールが、鶴岡の新しいまちづくりを進めるきっかけ
の一つになればうれしいですね。
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ク
等
と
連
携
し
、
求
職
者
の
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
就
業
相
談
・
求
人
紹
介
を
行
い

ま
す
。

〇
対
象　

35
歳
以
下
の
市
民
の
方
・
Ｕ

Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
を
希
望
す
る
方

②
内
職
相
談　

在
宅
で
の
仕
事
を
あ
っ

せ
ん
し
ま
す
。

〇
対
象　

市
内
ま
た
は
三
川
町
に
在
住

の
方
（
年
齢
不
問
）

③
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
求
人
情
報
検
索
サ
ー

ビ
ス　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
求
人
情
報
を

自
由
に
検
索
・
閲
覧
で
き
る
パ
ソ
コ
ン

を
設
置
し
て
い
ま
す
（
求
人
票
の
印
刷

も
可
〈
５
枚
ま
で
〉。
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ

等
の
使
用
は
不
可
）。

　

ご
利
用
の
際
は
ワ
ー
ク
サ
ポ
ー
ト

ル
ー
ム
相
談
員
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

〇
利
用
時
間　

１
回
30
分

④
各
種
情
報
提
供　

合
同
面
接
会
や
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
等
の
情

報
を
提
供
。
ま
た
、
就
職
に
関
す
る
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
等
も
設
置
し
て
い
ま
す
。

◎
問
合
せ　

鶴
岡
ワ
ー
ク
サ
ポ
ー
ト
ル

ー
ム
☎
25
‐
２
２
１
５
（
相
談
を
希
望

す
る
場
合
は
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
）

　
　

こ
ち
ら
も
ご
利
用
く
だ
さ
い

◎
山
形
県
Ｕ
タ
ー
ン
情
報
セ
ン
タ
ー

（
東
京
都
千
代
田
区
）
☎
03
‐
５
２
１

２
‐
８
９
９
６

　

専
門
相
談
員
に
よ
る
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
就

職
相
談
や
県
内
企
業
の
就
職
情
報
の
提

供
を
し
て
い
ま
す
。　

〈
本
所
商
工
課
〉

隔月連載

スクールライフ！
鶴岡市にある10校の高等学校と高等専門学校。
その学校ならではの取り組みや活動を生徒・学生が紹介します。

No. ９　シーサイドフェスティバル、海洋訓練／加茂水産高校

[ 学校概要 ]　○創立…昭和21年　○学科…海洋技術科、海洋資
源科　○校訓…熱・意気・団結、不屈不撓

とう

、質実剛健　○県内唯
一の水産高校として「海・船・水産物のスペシャリスト」を育成　

○今年４月に、文部科学省から「スーパー・
プロフェッショナル・ハイスクール」に指
定される　

　２年に一度開催しているシー
サイドフェスティバルは、砂浜
での運動会です。海と関わる機
会の多い水産高校らしい行事
で、ビーチフラッグスなどの競
技が行われ、熱戦が繰り広げら
れます。今年は「sea summer
～若き力を解き放て～」をテー
マに７月10日に開催。それぞ
れの競技に全力で挑む水高生の

姿は、まさにテーマそのものでした。
　競技種目の決定や機材の手配などの準備、また当日
の進行・実況まで、全て生徒が主体となって行うので、

　創立以来続けられている海洋
訓練は、水産高校の生徒として
海に慣れ、また海の厳しさを知
るための大事な伝統行事で、毎
年夏に１年生が取り組みます。
　海洋訓練とは「遠泳」で、複数
の班に分かれ、高校裏の加茂港
から湯野浜海水浴場まで、約４
㎞の距離を各班隊列を組んで泳

ぎます。本番の７月28日に向けて、約１週間前から

全校生徒の気持ちを１つにすることが成功につながり
ます。そこで生徒会では、準備の段階から協力を呼び
掛けることで気持ちをまとめていこうと考えました。
みんなが進んで準備に参加し協力し合ったことで一体
感が生まれたと思います。当日の盛り上がりは忘れら
れません。高校生活の大切な思い出となりました。
　次は２年後の開催。今の１年生が３年生になる年で
す。１年生には今年を超えるようなシーサイドフェス
ティバルにしてほしいですね。

★シーサイドフェスティバル

紹介者

紹介者

海に出て練習しましたが、当日は天気が悪く波も高
かったので、隊列を保つのが難しく苦労しました。で
も、一緒に泳いでいる班の仲間たちで声を掛け合い、
励まし合えたことで、団結が強まったと思います。
　この経験を生かして、一人前の水高生になれるよう、
これからの高校生活を頑張っていきたいです。
　

★海洋訓練

生徒会長
鈴木哲平さん

（海洋資源科３年生）

遠藤晃希さん
（海洋資源科１年生）
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催
し

間
伐
材
を
活
用
し
た
木
工
作

品
学
習
会

■日
11
月
15
日
○日
ま
で　

■時
午
前
10
時
～
午
後

３
時　

■費
２
０
０
円
～
５
０
０
円　

■場
・
■申

大
鳥
自
然
の
家
☎
55
‐
２
９
４
６

オ
ー
ル
や
ま
が
た
２
０
１
６ 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
学
生
就
職
面
接
会

■日
９
月
４
日
○金
午
後
１
時
～
４
時
30
分　

■場

山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ（
山
形
市
）　

■対
来
年

3
月
卒
業
予
定
者
（
卒
業
後
3
年
以
内
の
方

を
含
む
）　

■内
就
職
希
望
者
と
企
業
採
用
担

当
者
の
個
別
面
談
（
１
０
０
社
参
加
予
定
）

■問
山
形
県
雇
用
対
策
課
☎
０
２
３
‐
６
３

０
‐
２
３
７
７
ま
た
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ

鶴
岡
田
川
地
区
児
童
生
徒
考
案
創
作

展
（
科
学
展
・
社
会
科
展
同
時
開
催
）

■日
９
月
４
日
○金
～
６
日
○日
午
前
９
時
～
午
後

５
時　

■場
櫛
引
公
民
館　

■内
児
童
生
徒
の
夏

休
み
制
作
ア
イ
デ
ア
作
品
を
展
示　

■問
学
校

教
育
課
（
櫛
引
庁
舎
）
☎
57
‐
４
８
６
５　

山
形
県
農
業
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー 

水
田
農
業
試
験
場 

参
観
デ
ー

■日
９
月
５
日
○土
午
前
９
時
～
午
後
４
時　

■内

ほ
場
案
内
、
つ
や
姫
パ
ン
・
餅
等
の
試
食
、

つ
や
姫
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
農
産
加
工
品
展
示
販

売
等　

■場
・
■問
同
試
験
場
☎
64
‐
２
１
０
０

鼠
ケ
関
港　

と
れ
た
て
！　

お
魚
市
「
紅
エ
ビ
ま
つ
り
」

■日
９
月
５
日
○土
午
前
11
時
～
午
後
３
時　

■場

山
形
県
漁
協
念
珠
関
支
所
市
場　

■問
鼠
ケ
関

自
治
会
内
「
蓬
莱
塾
」
☎
44
‐
２
１
１
２

鶴
岡
市
高
齢
者
作
品
展

■日
９
月
11
日
○金
～
16
日
○水
午
前
10
時
～
午
後

４
時
（
16
日
は
午
後
３
時
ま
で
）　

■場
鶴
岡

ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム　

■問
鶴
岡
市
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
事
務
局
☎
24
‐
８
６
４
０
ま
た
は

本
所
長
寿
介
護
課
☎
内
線
１
９
３
へ

中
央
公
民
館
文
化
祭

▼
同
館　

■日
▽
展
示
部
門
…
９
月
11
日
○金
～

13
日
○日
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
13
日
は
午

後
３
時
ま
で
）　

▽
ス
テ
ー
ジ
部
門
…
13
日

○日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

▼
同
館
女
性
セ
ン
タ
ー　

■日
▽
展
示
部
門
…

12
日
○土
午
前
10
時
～
午
後
４
時
、
13
日
○日
午

前
10
時
～
午
後
３
時　

▽
お
茶
席
…
12
日
○土

煎
茶
、
13
日
○日
抹
茶　

▽
売
店
・
食
堂
…
12

日
○土
・
13
日
○日
午
前
10
時
～
午
後
３
時　

▼
共
通　

■場
・
■問
同
館
内
「
文
化
祭
実
行
委

員
会
」
事
務
局
☎
25
‐
１
０
５
０

鶴
岡
い
き
い
き
ま
ち
づ
く
り

事
業　

採
択
事
業

▼
文
学
散
歩
「
横
光
利
一
小
説
『
夜
の
靴
』

の
舞
台
を
歩
く
」　

■日
９
月
12
日
○土
午
前
9

時
30
分
（
上
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
集

合
）　

■場
上
郷
地
区
内　

■師
井
上
明
芳
氏（
國

學
院
大
學
准
教
授
）　

■申
９
月
７
日
○月
ま
で

同
セ
ン
タ
ー
☎
35
‐
２
０
０
１
へ

▼「
読
む
力
シ
リ
ー
ズ
著
者 

脇
明
子
（
児
童

文
学
者
）」
絵
本
研
修
会
・
講
演
会　
▽
絵

本
研
修
会　

■日
10
月
２
日
○金
午
後
２
時　

■場

図
書
館
本
館　

■定
50
人　

■申
９
月
５
日
○土
ま

で　

▽
講
演
会　

■日
10
月
３
日
○土
午
前
10
時　

■場
公
益
大
大
学
院　

■他
要
整
理
券
（
図
書

館
で
配
布
）　

▽
共
通　

■費
１
、
０
０
０
円　

■申
サ
ロ
ン
お
は
な
し
の
部
屋

い
で
は
文
化
記
念
館
講
演
会
「
山
岳
信
仰
の
山
々
と

そ
の
遺
宝
…
大
峯
山
、男
体
山
、そ
し
て
出
羽
三
山
…
」

■日
９
月
13
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■師
原
田
昌

幸
氏
（
文
化
庁
美
術
学
芸
課
主
任
文
化
財
調

査
官
）　

■場
・
■申
同
館
☎
62
‐
４
７
２
７

観
光
栗
園
オ
ー
プ
ン

■日
９
月
中
旬
～
10
月
中
旬
午
前
10
時
～
午
後

４
時　

■費
大
人
…
２
０
０
円　

小
・
中
学
生

…
１
０
０
円
（
別
途
栗く
り

代
）　

■場
・
■申
月
山

あ
さ
ひ
振
興
公
社
☎
53
‐
３
４
１
１

「HAPPINESS

」～
た
く
さ
ん
の
笑
顔
を
届
け
よ
う
～ 

荘
内
看
護
専
門
学
校「
看
学
祭
」

■日
９
月
20
日
○日
午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

■内
み
ん
な
で
作
ろ
う
ハ
ッ
ピ
ー
コ
ー
ス
タ
ー
、

血
圧
測
定
、
試
着
、
喫
茶
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
等　

■場
・
■問
同
校
☎
22
‐
１
９
１
９

サ
ン
チ
ュ
ア
パ
ー
ク 

ち
ょ
こ
っ
と
手
づ
く
り
体
験
工
房

■日
９
月
20
日
○日
・
21
日
○月
午
前
９
時
～
午
後

４
時　

■場
月
山
あ
さ
ひ
サ
ン
チ
ュ
ア
パ
ー
ク

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
、
湯
殿
山
ス
キ
ー
場
ヒ

ュ
ッ
テ
丸
森　

■内
森
の
カ
レ
ン
ダ
ー
、
布
ぞ

う
り
、
く
る
み
の
ス
ト
ラ
ッ
プ
、
木
と
木
の

実
の
ク
ラ
フ
ト
、
絵
皿
、
ス
ト
ー
ン
ア
ー
ト

等　

■費
３
０
０
円
か
ら　

■問
同
パ
ー
ク
☎

54
‐
６
６
０
６　

■他
HP

〝
婚
シ
ェ
ル
ジ
ュ
〟が
親
身
に
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

結
婚
相
談
会

■日
９
月
23
日
○水
午
後
６
時
30
分　

■場
総
合
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥
ふ
る
）　

■対
結

婚
を
希
望
す
る
未
婚
の
方
20
人
（
親
子
や
友

達
同
士
等
で
の
参
加
も
可
）　

■申
９
月
18
日

○金
ま
で
本
所
地
域
振
興
課
内
「
つ
る
お
か
世

話
焼
き
委
員
会
」
事
務
局
☎
内
線
５
８
６
へ

出
羽
庄
内
国
際
村
音
楽
祭
２
０
１
５

メ
キ
シ
コ
音
楽「
マ
リ
ア
ッ
チ
・
ア
ガ
ベ
」

■日
９
月
23
日
○水
午
後
６
時　

■費
大
人
…
２
、

５
０
０
円　

中
学
生
、
高
校
生
…
１
、
０
０

０
円
（
当
日
は
各
５
０
０
円
増
し
）　

■場
・

■申
同
館
☎
25
‐
３
６
０
０　

■他「
マ
リ
ア
ッ

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP＝ホームページ

市役所電話番号
　本　　所☎25‐2111　藤島庁舎☎64‐2111
　羽黒庁舎☎62‐2111　櫛引庁舎☎57‐2111
　朝日庁舎☎53‐2111　温海庁舎☎43‐2111
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チ
・
ア
ガ
ベ
」
と
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加

者
募
集
（
■日
事
前
練
習
…
９
月
９
日
○水
午
後

７
時
、
16
日
○水
午
後
７
時
、
23
日
○水
午
後
２

時　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
…
23
日
○水
午
後
４
時　

■内
歌
、ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト〈
経
験
者
〉　

■申
同
館
）

田
川
地
区
高
校
再
編　
　
　
　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

■日
９
月
24
日
○木
午
後
７
時　

■場
に
こ
♥
ふ
る　

■内
田
川
地
区
に
お
け
る
今
後
の
高
校
再
編
整

備
計
画
の
基
本
方
針
、
中
高
一
貫
教
育
校
等　

■問
学
校
教
育
課
（
櫛
引
庁
舎
）
☎
57
‐
４
８

６
４致

道
館
文
化
講
演
会

■日
９
月
26
日
○土　

■時
・
■場
・
■内
▽
午
後
０
時

30
分（
致
道
館
）…
致
道
館
の
日
式
典
、「
致
道

館
の
日
に
寄
せ
て
」山
田
陽
介
氏
（
元
県
立

高
校
校
長
）　

▽
２
時
20
分
（
荘
内
神
社
参

集
殿
）…
児
童
・
生
徒
の
論
語
作
文
発
表
会 　

▽
３
時（
同
）…「
徂
徠
学
受
容
に
み
る
庄
内

の
眼
識
‐
水
野
元
朗
・
匹
田
進
修
か
ら
寛
政

異
学
の
禁
ま
で
」瀬
尾
邦
雄
氏
（
茨
城
高
専

嘱
託
教
授
）

環
境
フ
ェ
ア
つ
る
お
か
２
０
１
５

■日
９
月
27
日
○日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時　

■場
小
真
木
原
総
合
体
育
館　

■内
▽
表
彰
・
作

品
展
示
…
環
境
絵
画
、
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン

コ
ン
テ
ス
ト　

▽
企
業
・
団
体
の
出
展
…
約

60
の
環
境
に
配
慮
し
た
製
品
や
先
進
的
な
取

り
組
み　

▽
ク
イ
ズ
・
プ
レ
ゼ
ン
ト
…
ク
イ

ズ
ラ
リ
ー
正
解
者
に
苗
木
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

（
先
着
２
０
０
人
）、
環
境
ク
イ
ズ
入
賞
者
に

リ
サ
イ
ク
ル
自
転
車
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
等　

▽

体
験
コ
ー
ナ
ー
…
マ
イ
バ
ッ
グ
・
木
工
ク
ラ

フ
ト
・
漂
着
物
ア
ー
ト
・
絵
本
づ
く
り
等　

▽
生
物
・
自
然
…
加
茂
水
族
館
ク
ラ
ゲ
水
槽

の
展
示
、
湿
地
の
生
き
物
展
示
、
大
山
公
園

再
生
事
業
の
紹
介
、
外
来
植
物
抜
取
り
活
動

の
紹
介
、
ザ
リ
ガ
ニ
釣
り
、
小
水
力
発
電
の

紹
介　

▽
エ
コ
カ
ー
展
示
・
試
乗　

▽
び
っ

く
り
エ
コ
実
験
（
■師
鶴
岡
高
専
学
生
）　

▽

販
売
（
■内
地
元
特
産
品
、
軽
食
、
フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト　

■持
マ
イ
バ
ッ
グ
、
マ
イ
箸
、
マ

イ
ボ
ト
ル
）　

▽
お
も
ち
ゃ
と
絵
本
の
か
え

っ
こ
…
要
ら
な
い
お
も
ち
ゃ
や
絵
本
を
持
ち

寄
っ
て
交
換　

▽
小
型
家
電
の
無
料
回
収
…

回
収
品
目
は
パ
ソ
コ
ン
、
携
帯
電
話
、
デ
ジ

タ
ル
カ
メ
ラ
、
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
、
ゲ
ー
ム
機
、

Ｄ
Ｖ
Ｄ
プ
レ
イ
ヤ
ー
、
地
デ
ジ
・
Ｂ
Ｓ
チ
ュ

ー
ナ
ー
等　

■問
本
所
環
境
課
内
「
環
境
つ
る

お
か
推
進
協
議
会
」
事
務
局
☎
内
線
７
１
９　

■他
市
HP

▼「
こ
ど
も
環
境
学
習
ひ
ろ
ば
」参
加
者
募
集　

■時
午
前
10
時
30
分　

■対
市
内
在
住
の
小
学
生

以
上
の
子
供
と
そ
の
保
護
者
先
着
15
組　

■内

「
水
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
環
境
学
習
、
廃
食

油
を
使
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り　

■持
廃
食
油
２
０
０
㏄
、
ク
レ
ヨ
ン
、
容
器
等　

■申
９
月
17
日
○木
ま
で
同
事
務
局
へ

▼
ス
ポ
ー
ツ
Ｇ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
拾
い
in
環
境
フ
ェ
ア

つ
る
お
か
参
加
者
募
集　

■時
午
前
11
時
30
分　

■対
３
～
５
人
の
グ
ル
ー
プ
（
小
学
生
以
下
の

参
加
は
１
人
以
上
の
保
護
者
同
伴
）　

■内
小

真
木
原
公
園
内
で
拾
っ
た
ご
み
の
量
と
質
を

競
い
合
う　

■申
９
月
17
日
○木
ま
で
公
益
の
ふ

る
さ
と
創
り
鶴
岡
☎
25
‐
６
３
２
０
へ

▼
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
講
習
＆
コ
ン
テ
ス
ト
参
加

者
募
集　

■時
午
後
１
時
30
分　

■対
国
内
運
転

免
許
証
を
お
持
ち
の
方
先
着
24
人　

■申
９
月

17
日
○木
ま
で
同
事
務
局
へ　
　

鶴
岡
市
合
併
・
市
制
施
行
10
周
年
記
念
事
業

鶴
岡
市
芸
術
祭〈
10
月
の
予
定
〉

▼
鶴
岡
市
近
郊
で
見
ら
れ
る
薬
用
植
物
展

■日
２
日
○金
～
５
日
○月
午
前
９
時
～
午
後
６
時

（
５
日
は
午
後
５
時
ま
で
）　

■場
藤
島
地
区
地

域
活
動
セ
ン
タ
ー

▼
錦
心
流
琵
琶
演
奏
会
　
■日
４
日
○日
午
後
１

時　

■場
中
央
公
民
館

▼
鶴
岡
和
紙
ち
ぎ
り
絵
サ
ー
ク
ル
展
　
■日
８

日
○木
～
12
日
○月
午
前
10
時
～
午
後
６
時
（
12

日
は
午
後
５
時
ま
で
）　

■場
鶴
岡
ア
ー
ト
フ

ォ
ー
ラ
ム

▼
遠
州
流
茶
会
　
■日
11
日
○日
午
前
10
時
～
午

後
４
時　

■場
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム　

■費

８
０
０
円

▼
八
沢
会
唄
と
踊
り
の
つ
ど
い
　
■日
11
日
○日

正
午　

■場
中
央
公
民
館　

■費
１
、
０
０
０
円

▼
シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ
ク
荘
内
流
公
演
　
■日
12
日

○月
午
後
１
時
30
分　

■場
中
央
公
民
館

▼
各
流
派
合
同
い
け
ば
な
展
　
■日
17
日
○土
・

18
日
○日
午
前
10
時
～
午
後
６
時
30
分
（
18
日

は
午
後
５
時
ま
で
）　

■場
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ

ー
ラ
ム　

■費
３
０
０
円

▼
如
月
会
水
墨
画
展
　
■日
17
日
○土
～
20
日
○火

午
前
10
時
～
午
後
５
時
（
20
日
は
午
後
４
時

ま
で
）　

■場
中
央
公
民
館

▼
鶴
岡
市
合
同
短
歌
会
　
■日
18
日
○日
午
前
10

時
～
午
後
４
時　

■場
図
書
館
本
館　

■費
２
、

０
０
０
円
（
投
稿
の
み
１
、
５
０
０
円
）

▼
庄
内
な
つ
メ
ロ
会
発
表
会
　
■日
18
日
○日
午

前
11
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分　

■場
中
央
公

民
館　

■費
１
、
０
０
０
円

▼
飛
雲
会
展
　
■日
20
日
○火
～
25
日
○日
午
前
９

時
30
分
～
午
後
５
時
（
20
日
は
午
後
１
時
か

ら
、
25
日
は
午
後
３
時
ま
で
）　

■場
鶴
岡
ア

ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

▼
フ
ォ
ト
サ
ロ
ン
写
楽
写
真
展
覧
会
　
■日
21

日
○水
～
25
日
○日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
６
時

30
分
（
25
日
は
午
後
５
時
ま
で
）　

■場
鶴
岡

ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

▼
つ
る
お
か
小
品
盆
栽
展
　
■日
23
日
○金
～
25

日
○日
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
25
日
は
午
後

４
時
ま
で
）　

■場
中
央
公
民
館

▼
荘
内
金
管
合
奏
団
秋
の
公
演
２
０
１
５

■日
24
日
○土
午
後
７
時　

■場
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ

ー
ラ
ム

▼
日
本
九
重
流
鶴
城
清
吟
会
吟
詠
大
会
　
■日

25
日
○日
午
後
０
時
30
分　

■場
中
央
公
民
館

▼
フ
ォ
ト
・
ア
イ
写
真
展
　
■日
28
日
○水
～
11

月
１
日
○日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
６
時
（
１

日
は
午
後
４
時
ま
で
）　

■場
鶴
岡
ア
ー
ト
フ

ォ
ー
ラ
ム

▼
秋
季
さ
つ
き
盆
栽
展
　
■日
30
日
○金
～
11
月

１
日
○日
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
１
日
は
午

後
４
時
ま
で
）　

■場
中
央
公
民
館

▼
朝
日
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
合
同
展　

■日
31

日
○土
～
11
月
３
日
○火
午
前
８
時
30
分
～
午
後

９
時
（
３
日
は
午
後
３
時
ま
で
）　

■場
朝
日

中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

▼
共
通　

■問
社
会
教
育
課（
櫛
引
庁
舎
）内

「
芸
術
文
化
協
会
」事
務
局
☎
57
‐
４
８
６
７

恋
カ
ツ
婚
カ
ツ
支
援
×
商
店
街
活
性
化
!!

庄
内
コ
ン

■日
10
月
４
日
○日
午
後
４
時
（
受
付
は
午
後
３

時〈G
ood Luck C

afe

〉）　

■場
鶴
岡
銀
座

商
店
街
の
飲
食
店
等　

■対
20
歳
以
上
の
独
身

の
男
女
各
１
０
０
人　

■費
男
性
…
５
、
５
０

０
円　

女
性
…
３
、
５
０
０
円
（
当
日
は
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各
１
、
０
０
０
円
増
し
）　

■申
庄
内
コ
ン
HP　

■問G
ood Luck C

afe

☎
25
‐
１
９
０
１

鶴
岡
養
護
学
校 

つ
る
よ
う
祭

■日
・
■内
10
月
２
日
○金
午
前
９
時
40
分
～
11
時

30
分
…
み
こ
し
練
り
だ
し　

３
日
○土
午
前
９

時
40
分
～
午
後
１
時
50
分
…
ス
テ
ー
ジ
発
表
、

バ
ザ
ー　

■場
・
■問
同
校
☎
24
‐
５
９
９
５

図
書
館
開
館
１
０
０
周
年
記
念
事
業 

講
演
会
「
山
形
の
廃
藩
置
県
」

■日
10
月
４
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■師
松
尾
正

人
氏
（
中
央
大
学
文
学
部
教
授
）　

■場
・
■申

９
月
16
日
○水
か
ら
同
館
☎
25
‐
２
５
２
５
へ

Ｊ
Ｔ
の
森 

鶴
岡　

２
０
１
５

秋
の
森
づ
く
り
活
動

■日
10
月
10
日
○土
午
前
10
時
～
午
後
２
時
（
い

こ
い
の
村
集
合
）　

■内
午
前
…
ク
ロ
マ
ツ
林

の
下
刈
り　

午
後
…
森
の
課
外
教
室　

■持
長

靴
、
軍
手
等　

■申
９
月
28
日
○月
ま
で
本
所
農

山
漁
村
振
興
課
☎
内
線
５
９
７
へ　

■他
雨
天

決
行
。
午
前
の
み
の
参
加
も
可

合
併
・
市
制
施
行
10
周
年
・
藤
島
文
化
ス
ポ
ー
ツ
事
業
団
設
立
20
周
年
記
念 

由
紀
さ
お
り
・
安
田
祥
子
童
謡
コ
ン
サ
ー
ト

■日
11
月
23
日
○月
午
後
４
時
30
分　

■場
藤
島
体

育
館　

■費
大
人
…
３
、
０
０
０
円
（
当
日
は

５
０
０
円
増
し
）　

小
・
中
学
生
…
５
０
０

円　

■申
９
月
16
日
○水
か
ら
東
田
川
文
化
記
念

館
☎
64
‐
２
５
３
７
へ

手
話
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス 

H
AN

D
SIGN

 at TsuruoKa

■日
10
月
18
日
○日
午
後
0
時
30
分　

■場
温
海

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー　

■定
３
０
０
人　

■内

手
話
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
コ
ン
テ
ス
ト
、

H
A
N
D
SIG
N

ス
テ
ー
ジ　

■費
５
０
０
円

（
18
歳
以
下
無
料
）　

■申
障
害
者
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
☎
25
‐
２
７
９
４

一
緒
に
こ
れ
か
ら
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か 

障
害
者
家
族
交
流
会

■日
10
月
23
日
○金
午
前
９
時
15
分
～
午
後
３
時

（
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
〈
に
こ
♥
ふ
る
〉

集
合
）　

■場
町
湯
（
庄
内
町
）　

■定
先
着
25
人　

■内
事
例
紹
介
や
家
族
交
流
を
通
し
て
こ
れ
か

ら
の
生
活
を
考
え
る　

■費
５
０
０
円　

■申
９

月
７
日
○月
～
10
月
16
日
○金
に
障
害
者
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー
☎
25
‐
２
７
９
４
へ

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ

市
民
プ
ー
ル 

９
月
か
ら
の
一
般
利
用

■日
月
曜
～
金
曜
日
…
午
後
１
時
～
３
時
・

６
時
～
８
時　

土
曜
日
…
午
後
１
時
～
４

時
・
６
時
～
８
時　

日
曜
日
、祝
日
…
午
前

10
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
４
時　

■
臨

時
休
館
日　

９
月
29
日
○火
～
10
月
12
日
○月　

■問
鶴
岡
水
泳
育
成
協
会
☎
22
‐
０
０
７
４

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー「
に
こ
♥

ふ
る
」 

軽
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
利
用
資
格
講
習
会

■日
９
月
10
日
○木
午
後
１
時
30
分　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■対
18
歳
以
上
（
高
校
生
を
除
く
）
の

方
先
着
30
人　

■費
２
１
０
円　

■申
健
康
課

（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
内
線
３
７
０　

■他
市
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
利
用
資
格
証
を
お
持
ち
の

方
は
受
講
免
除
で
す
が
別
途
手
続
き
が
必
要

く
し
び
き
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ 

く
し
ス
ポ
健
康
ク
ラ
ブ

■日
９
月
８
日
か
ら
の
毎
週
火
曜
日
午
前
10
時

（
22
日
は
休
み
）　

■場
高
齢
者
活
動
セ
ン
タ
ー
　

■内
ロ
コ
ト
レ
体
操
、
ス
ト
レ
ッ
チ
、
体
力
テ

ス
ト　

■費
１
回
３
０
０
円
（
別
途
登
録
年

会
費
）　

■申
同
ク
ラ
ブ
☎
57
‐
４
３
１
１

鶴
岡
市
身
体
障
が
い
者　
　

ス
ポ
ー
ツ
大
会

■日
９
月
13
日
○日
午
前
９
時
～
午
後
２
時
30
分　

■場
朝
暘
二
小　

■費
５
０
０
円
（
昼
食
代
）

■申
９
月
６
日
○日
ま
で
鶴
岡
市
身
体
障
害
者
福

祉
団
体
連
合
会

認
知
症
を
理
解
す
る
教
室

■日
９
月
19
日
○土
午
前
10
時　

■場
に
こ
♥
ふ
る　

■内
講
話
「
認
知
症
か
な
？
と
思
っ
た
ら
」、

ア
ド
バ
イ
ス　

■申
９
月
17
日
○木
ま
で
長
寿
介

護
課
高
齢
者
交
流
セ
ン
タ
ー
☎
29
‐
４
１
８

０
ま
た
は
健
康
課
☎
内
線
３
６
４
へ　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム 

利
用
資
格
講
習
会

▼
小
真
木
原
総
合
体
育
館
（
☎
25
‐
８
１
３

１
）　

■日
9
月
14
日
○月
午
後
７
時

▼
藤
島
体
育
館
（
☎
64
‐
２
１
４
３
）　

■日

9
月
４
日
○金
午
後
７
時
、９
日
○水
午
後
２
時
・

７
時
、
15
日
○火
午
後
２
時
、
16
日
○水
午
後
７

時
、
24
日
○木
午
後
２
時
、
30
日
○水
午
後
２
時
、

10
月
２
日
○金
午
後
７
時
（
フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
講
習
会　

■日
９
月
18
日
○金
午
後
７
時
）

▼
羽
黒
体
育
館
（
☎
62
‐
４
７
８
９
）　

■日

９
月
10
日
○木
午
後
７
時

▼
櫛
引
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
☎
57
‐
４
３

１
１
）　

■日
９
月
４
日
○金
午
後
７
時
、
８
日

○火
午
後
２
時
30
分
、
18
日
○金
午
後
７
時
、
22

日
○火
午
後
２
時
30
分

▼
共
通　

■対
中
学
生
以
上　

■費
３
０
０
円

■他
要
予
約
。
利
用
資
格
証
は
４
施
設
共
通

つ
る
お
か
健
康
塾

■日
９
月
19
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■場
荘
内
病

院　

■内「
が
ん
の
お
話
」
鈴
木
聡
（
同
院
外

科
医
長
）、「
が
ん
と
栄
養
に
つ
い
て
」
冨
樫

博
子
（
同
院
管
理
栄
養
士
）　

■申
同
院
地
域

医
療
連
携
室
内
「
緩
和
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
鶴
岡
・
三
川
」
☎
26
‐
５
１
８
０

ふ
じ
し
ま
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ 

親
子
ス
ポ
ー
ツ
元
気
塾 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

■日
９
月
24
日
～
10
月
29
日
の
毎
週
木
曜
日
午

後
７
時
（
全
６
回
）　

■場
藤
島
体
育
館
　
■対

小
学
３
年
生
以
上　

■費
子
供
…
１
、
０
０
０

円　

親
子
…
２
、
０
０
０
円　

■申
同
ク
ラ
ブ

☎
64
‐
２
１
４
３

て
く
て
く
健
康「
里
山
あ
る
き
」

▼
黒
川
能
の
里
を
巡
る　

■日
９
月
26
日
○土
午

前
８
時
30
分（
送
迎
バ
ス
市
役
所
本
所
発〈
要

予
約
〉）　

■場
赤
川
東
部
段
丘
の
田
畑
等（
８
・

５
㎞
）　

■費
１
、０
０
０
円
（
現
地
集
合
〈
午

前
９
時
・
王
祇
会
館
〉
の
場
合
は
９
０
０
円
）

■持
軽
食　

■申
９
月
７
日
○月
～
17
日
○木

▼
獅
子
の
里
を
巡
る　

■日
９
月
27
日
○日
午
前

８
時
30
分
（
送
迎
バ
ス
市
役
所
本
所
発
〈
要

予
約
〉）　

■場
藤
島
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP＝ホームページ
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→
地
蔵
の
湯
→
四
阿
展
望
台
→
両
所
神
社
→

起
点
（
８
㎞
）　

■費
１
、
０
０
０
円
（
現
地

集
合
〈
午
前
９
時
・
同
セ
ン
タ
ー
〉
の
場
合

は
９
０
０
円
）　

■申
９
月
９
日
○水
～
18
日
○金

▼
金
峯
山
修
験
の
み
ち 

藤
沢
へ　

■日
10
月

４
日
○日
午
前
８
時
30
分
（
市
役
所
本
所
集

合
〈
全
員
バ
ス
利
用
〉）　

■場
中
の
宮
→
金
峯

山
山
頂
→
藤
沢
口
→
湯
田
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
（
約
10
㎞
）　

■費
１
、
０
０
０
円　

■申
９
月
18
日
○金
～
28
日
○月　

▼
共
通　

■定
各
１
０
０
人　

■持
箸
、
コ
ッ
プ
、

お
わ
ん　

■申
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
25
‐
８
１
３
１　

■他
市
HP
。
中
学
生
以
下
は
５
０
０
円
。
小
学

生
以
下
保
護
者
同
伴
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ビ
ン

ゴ
対
象
事
業

鶴
岡
市
民
健
康
ス
ポ
ー
ツ　

ク
ラ
ブ

▼
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
（
秋
コ
ー
ス
）
参
加

者
募
集　

■日
10
月
３
日
～
12
月
12
日
の
土

曜
日
午
後
７
時
（
全
９
回
）　

■場
小
真
木
原

総
合
体
育
館　

■対
小
学
３
年
生
以
上
25
人　

■費
中
学
生
以
上
…
７
、
０
０
０
円　

小
学
生

…
５
、
０
０
０
円　

■申
９
月
30
日
○水
ま
で

▼
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
！
新
規
会
員
大
募
集　

■日

①
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
…
月
曜
日
午
前
10
時　

②
ス
ト
レ
ッ
チ
＆
ダ
ン
ベ
ル
…
土
曜
日
午
前

10
時　

③
腰
痛
肩
こ
り
解
消
ス
イ
ミ
ン
グ
…

水
曜
日
午
後
６
時
30
分　

④
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

ス
イ
ミ
ン
グ
…
土
曜
日
午
後
６
時
30
分　

⑤

ベ
ー
シ
ッ
ク
エ
ア
ロ
…
火
曜
日
午
後
７
時

⑥
脂
肪
燃
焼
エ
ア
ロ
…
水
曜
日
午
後
７
時

⑦
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
…
土
曜
日
午
後
７
時　

■場

・
■費
①
②
⑤
～
⑦
…
小
真
木
原
総
合
体
育

館
・
年
額
１
万
５
、０
０
０
円
（
月
払
い
は
２
、

０
０
０
円
）　

③
④
…
市
民
プ
ー
ル
・
年
額

２
万
円
（
月
払
い
は
２
、
２
０
０
円
）　

別

途
登
録
年
会
費
…
１
、
０
０
０
円　

▼
ド
リ
ー
ム
キ
ッ
ズ
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
コ
ー

ス　

■日
９
月
～
来
年
３
月
の
第
１
・
３
火
曜

日
午
後
７
時　

■場
小
真
木
原
総
合
体
育
館　

■対
小
学
３
年
生
以
上　

■費
１
回
５
０
０
円

（
別
途
登
録
年
会
費
１
、
０
０
０
円
）　

▼
共
通　

■申
同
ク
ラ
ブ
☎
25
‐
８
１
３
１

あ
つ
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ　

ネ
ク
サ
ス　

後
期
会
員
募
集

■
会
費
（
10
月
～
来
年
３
月
）　

16
歳
～
69

歳
…
６
、
５
０
０
円　

70
歳
以
上
…
５
、５

０
０
円　

■内
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
利
用
、

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
、
エ
ア
ロ
ビ
・
ス
ト
レ

ッ
チ
・
筋
ト
レ　

■申
同
ク
ラ
ブ
事
務
局
☎

43
‐
４
４
１
１

庄
内
南
部
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
が
ん
検
診
受
診
向
上
対
策
事
業 

が
ん
講
演
会

■日
10
月
８
日
○木
午
後
１
時
20
分　

■場
い
ろ
り

火
の
里
な
の
花
ホ
ー
ル
（
三
川
町
）　

■内
「
け

む
け
む
イ
ヤ
イ
ヤ
体
操
」
い
の
こ
保
育
園
児
、

寸
劇「
や
っ
ぱ
り
が
ん
検
診
は
大
事
だ
の
ぅ
」

す
ん
ち
ゃ
ん
一
座
、
講
演
「
が
ん
で
死
な
な

い
た
め
の
が
ん
予
防
と
検
診
」
森
山
紀
之
氏

（
東
京
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
健
診
セ

ン
タ
ー
長
）　

■申
健
康
課
☎
内
線
３
６
８

一
般
財
団
法
人
「
鶴
岡
水
泳

育
成
協
会
」　

受
講
生
募
集

▼
水
遊
び
８
回
コ
ー
ス　

■日
10
月
17
日
・
24

日
・
31
日
、
11
月
14
日
・
21
日
・
28
日
、
12

月
12
日
・
19
日
の
土
曜
日
午
前
９
時
45
分（
全

８
回
）　

■対
年
長
児
～
小
学
２
年
生　

■費
８
、

０
０
０
円

▼
親
子
水
泳
教
室　

■日
10
月
17
日
・
24
日
・

31
日
、
11
月
14
日
・
21
日
の
土
曜
日
午
前
11

時
（
全
５
回
）　

■対
１
歳
～
３
歳
児
と
そ

の
保
護
者
（
１
歳
未
満
は
要
相
談
）　

■費
５
、

０
０
０
円

▼
共
通　

■場
市
民
プ
ー
ル　

■申
同
協
会
☎

22
‐
０
０
７
４　

■他
HP

空
手
教
室 

会
員
募
集

■日
毎
週
火
曜
・
金
曜
日
午
後
７
時　

■場
荘
空

館
空
手
道
場
（
毎
月
第
４
金
曜
日
は
朝
暘
武

道
館
）　

■対
幼
児
～
大
人　

■費
月
額
３
、
０

０
０
円　

■申
教
室
開
催
時
に
同
会
場

子
育
て
・
子
供
向
け

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

▼
あ
か
ち
ゃ
ん
の
お
部
屋　

■日
９
月
17
日
○木

午
前
10
時　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■対
市
内
在
住

の
平
成
27
年
４
月
・
５
月
生
ま
れ
の
未
就
園

児
と
そ
の
保
護
者
、
初
め
て
出
産
を
迎
え
る

妊
婦　

■内
触
れ
合
い
遊
び
、
お
茶
タ
イ
ム　

■持
バ
ス
タ
オ
ル　

■申
９
月
14
日
○月
ま
で

▼
あ
か
ち
ゃ
ん
広
場　

■日
９
月
18
日
○金
午
前

10
時　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■対
市
内
在
住
の
平

成
26
年
９
月
～
27
年
３
月
生
ま
れ
の
未
就
園

児
と
そ
の
保
護
者　

■内
赤
ち
ゃ
ん
と
音
楽
を

楽
し
も
う
、
触
れ
合
い
遊
び　

■持
バ
ス
タ
オ

ル　

■申
９
月
15
日
○火
ま
で

▼
子
育
て
ト
ー
ク
を
楽
し
も
う　

■日
10
月
２

日
○金
午
前
10
時　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■対
子
育

て
中
の
方
先
着
20
人　

■内
座
談
会
（「
育
児

の
ス
ト
レ
ス
解
消
法
」
と
「
幼
稚
園
・
保
育

園
ど
ん
な
と
こ
ろ
？
」
の
ど
ち
ら
か
の
テ
ー

マ
に
参
加
）　

■他
託
児
あ
り

▼
自
然
の
中
で
遊
ぼ
う
！　

■日
10
月
６
日
○火

午
前
９
時
～
午
後
１
時　

■場
八
森
山
周
辺　

■対
２
歳
以
上
の
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者
15

組　

■内
野
山
を
散
策　

■申
９
月
１
日
○火
か
ら

▼
共
通　

■申
同
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）

☎
25
‐
２
７
４
１

西
部
児
童
館

▼
パ
パ
と
あ
そ
ぼ
う
～
三
浦
先
生
と
お
も
い

っ
き
り
体
を
う
ご
か
そ
う
～　

■日
９
月
13
日

○日
午
前
10
時　

■場
第
六
学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

防
災
セ
ン
タ
ー　

■対
幼
児
～
小
学
校
低
学
年

の
子
供
と
父
親
20
組　

■師
三
浦
利
由
喜
氏

■申
９
月
１
日
○火
～
10
日
○木

▼
の
ん
の
ん
め
い
ど
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
～
オ

リ
ジ
ナ
ル
ヘ
ア
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
つ
く
ろ
う

～　

■日
９
月
19
日
○土
午
後
２
時
・
３
時　

■場

西
部
児
童
館　

■対
小
学
生
各
回
８
人
（
親
子

の
参
加
も
可
）　

■費
１
個
５
０
０
円　

■申
９

月
１
日
○火
～
12
日
○土

▼
共
通
　
■申
同
館
☎
29
‐
０
０
３
１

ま
ん
ま
ル
ー
ム
９
月
の
講
座　

「
絵
本
で
育
つ
子
ど
も
と
こ
と
ば
」

■日
９
月
18
日
○金
午
前
10
時
30
分　

■師
石
田
幸

氏　

■場
・
■問
同
ル
ー
ム
☎
24
‐
５
６
３
５

南
部
児
童
館　

自
然
体
験
活
動　
　

楽
し
さ
満
点
！
森
で
遊
ぼ
う
in
大
鳥　

■日
９
月
19
日
○土
午
前
８
時
50
分
～
午
後
４
時

（
同
館
集
合
）　

■場
大
鳥
自
然
の
家
、
タ
キ
タ

ロ
ウ
村
周
辺　

■対
小
学
生
先
着
20
人　

■内
魚
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つ
か
み
、
カ
ヌ
ー
体
験
、
自
然
散
策
、
焼
き

芋　

■費
５
０
０
円　

■申
９
月
３
日
○木
か
ら
同

館
☎
64
‐
１
９
０
０
へ

中
央
児
童
館 

ひ
ろ
っ
ぴ
あ

▼
ひ
ろ
っ
ぴ
あ
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト　

■日
９

月
27
日
○日　

■時
①
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30

分　

②
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分
（
①
と

②
で
入
替
え
あ
り
）　

■内
乳
幼
児
～
小
学
生

の
衣
類
・
玩
具
等
の
販
売　

■他
出
店
者
募
集

（
■定
各
８
人　

■費
１
５
０
円　

■申
９
月
11
日

○金
ま
で
〈
12
日
○土
抽
せ
ん
会
〉）。
大
型
商
品

販
売
委
託
品
募
集
（
■申
９
月
26
日
○土
ま
で
）

▼
ひ
ろ
っ
ぴ
あ
de
ク
ッ
キ
ン
グ
「
子
ど
も
だ

け
で
料
理
に
挑
戦
！
」（
全
２
回
）　

■日
・
■内

10
月
４
日
○日
午
前
10
時
…
グ
ル
ー
プ
で
メ
ニ

ュ
ー
・
材
料
・
作
り
方
を
話
し
合
う　

18
日

○日
午
前
10
時
～
午
後
１
時
…
調
理
と
会
食　

■対
小
学
生
先
着
12
人（
18
日
は
保
護
者
同
伴
）　

■費
１
人
３
０
０
円　

■申
９
月
12
日
○土
か
ら

▼
共
通　

■場
・
■申
同
館
☎
24
‐
４
６
０
８

ひ
と
り
親
家
庭
対
象　

思
い
っ
き
り
絵
の
具
あ

そ
び
～
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
つ
く
ろ
う
～

■日
10
月
25
日
○日
午
後
２
時　

■場
第
二
学
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
セ
ン
タ
ー　

■対
３
歳
～
小

学
６
年
生
と
そ
の
保
護
者
先
着
15
組　

■師
吉

田
祐
子
氏
・
結
城
な
な
せ
氏
（
や
ま
が
た
こ

ど
も
ア
ト
リ
エ
）　

■費
１
人
５
０
０
円　

■申

９
月
30
日
○水
ま
で
本
所
子
育
て
推
進
課
☎
内

線
１
５
０
へ

に
こ
に
こ
相
談

■日
10
月
26
日
○月　

■場
鶴
岡
養
護
学
校　

■内
子

供
の
発
達
の
様
子
や
成
長
に
関
す
る
相
談
会　

■申
10
月
13
日
○火
ま
で
山
形
県
教
育
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
３
‐
６
５
４
‐
６
０
６
０
へ　

■問
学

校
教
育
課
（
櫛
引
庁
舎
）
☎
57
‐
４
８
６
４

施
設
の
催
し

致
道
博
物
館

▼
鶴
岡
市
合
併
・
市
制
施
行
10
周
年
記
念
事

業
、
致
道
博
物
館
開
館
65
周
年
記
念
「
出
羽

庄
内
藩
酒
井
家
の
遺
宝
」
展　

■日
９
月
28
日

○月
ま
で　

■他
９
月
12
日
○土
午
後
２
時
か
ら
学

芸
員
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

▼
土
曜
講
座　

■日
９
月
５
日
○土
午
後
２
時

■内「
地
図
の
世
界
へ
誘
う　

古
代
か
ら
現
代

ま
で
の
地
理
的
知
」
渡
辺
理
恵
氏
（
山
形
大

学
准
教
授
）

▼
共
通　

■費
入
館
料　

■問
同
館
☎
22
‐
１
１

９
９自

然
学
習
交
流
館
ほ
と
り
あ

▼
特
別
企
画
展
示
「
知
っ
て
る
？
ウ
シ
ガ
エ

ル
と
ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ
の
こ
と
」　

■日
９

月
２
日
○水
～
23
日
○水

▼
湿
地
保
全
管
理
イ
ベ
ン
ト　

▽
外
来
植
物

駆
除　

■日
９
月
12
日
○土
午
前
９
時　

■申
９
月

10
日
○木
ま
で　

▽
外
来
植
物
駆
除
＆
ま
と
め

の
会　

■日
10
月
３
日
○土
午
前
９
時
～
午
後
１

時
30
分　

■申
10
月
１
日
○木
ま
で

▼
自
然
観
察
会
「
下
池
の
淡
水
魚
観
察
と
学

習
会
」　

■日
９
月
13
日
○日
午
前
９
時　

■定
20

人　

■師
本
間
伸
栄
氏（
加
茂
水
産
高
校
教
諭
）　

■費
５
０
０
円　

■申
９
月
11
日
○金
ま
で

▼
ほ
と
り
あ
里
山
マ
ル
シ
ェ　

■日
・
■内
９
月

20
日
○日
…
ど
ろ
ん
こ
遊
び
、
外
来
生
物
試
食
、

い
き
も
の
供
養
祭
等　

21
日
○月
…
丸
太
切

り
・
火
お
こ
し
体
験
、
フ
ォ
ト
ス
タ
ン
ド
づ

く
り
等　

■時
午
前
10
時
～
午
後
２
時
30
分　

▼
里
地
里
山
学
講
座
「
ラ
ム
サ
ー
ル
登
録
湿

地
大
山
上
池
・
下
池
に
来
る
渡
り
鳥
」　

■日

10
月
３
日
○土
午
後
３
時　

■定
30
人　

■師
太
田

威
氏
（
尾
浦
の
自
然
を
守
る
会
会
長
）　

■費

５
０
０
円　

■申
10
月
１
日
○木
ま
で

▼
共
通　

■場
・
■申
同
館
☎
33
‐
８
６
９
３

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー〈
９
月
の
予
定
〉

■日
▽
健
康
相
談
…
毎
週
木
曜
日
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分　

▽
茶
の
湯
…
４
日
○金
・
11

日
○金
・
18
日
○金
・
25
日
○金
午
前
９
時
30
分

▽
竹
塗
り
…
５
日
○土
・
19
日
○土
午
前
９
時　

▽
社
交
ダ
ン
ス
…
５
日
○土
・
19
日
○土
午
前
10

時　

▽
な
ご
み
（
お
茶
）
…
８
日
○火
・
15
日

○火
・
29
日
○火
午
前
９
時
30
分　

■場
・
■問
同
セ

ン
タ
ー
☎
24
‐
０
０
６
６

創
造
の
森
交
流
館

▼
デ
ジ
カ
メ
自
由
学
校　

■日
９
月
５
日
○土
午

前
９
時
30
分　

■場
同
館　

■持
デ
ジ
タ
ル
カ
メ

ラ▼
縄
文
土
器
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か　

■日
９

月
12
日
○土
午
前
９
時
～
午
後
３
時　

■場
同

館　

■定
先
着
30
人　

■師
江
川
満
氏（
陶
芸
家
）　

■費
３
０
０
円　

■持
昼
食　

■申
９
月
10
日
○木
ま

で▼
羽
黒
神
社
の
周
辺
を
歩
く　

■日
９
月
19
日

○土
午
前
９
時
（
い
で
は
文
化
記
念
館
集
合
）　

■申
９
月
17
日
○木
ま
で

▼
デ
ジ
カ
メ
超
初
心
者
講
習
会　

■日
９
月
26

日
○土
午
前
９
時
30
分　

■場
創
造
の
森
交
流
館　

■定
先
着
25
人　

■持
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
、
取
扱

い
説
明
書　

▼
共
通　

■申
同
館
☎
62
‐
２
６
５
５

月
山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
月
山
ク
リ
ー
ン
登
山　

■日
９
月
19
日
○土
午

前
７
時
～
午
後
５
時　

■場
月
山
八
合
目
→
月

山
山
頂　

■申
９
月
16
日
○水
ま
で

▼
日
本
国
に
登
ろ
う　

■日
９
月
27
日
○日
午
前

７
時
30
分
～
午
後
４
時
（
小
真
木
原
公
園
中

央
駐
車
場
集
合
）　

■場
日
本
国
（
新
潟
県
村

上
市
） 　

■申
９
月
24
日
○木
ま
で

▼
共
通　

■定
先
着
20
人　

■費
大
人
…
１
、
０

０
０
円　

子
供
…
５
０
０
円　

■持
昼
食　

■申

同
セ
ン
タ
ー
☎
62
‐
４
３
２
１

講
座
・
講
習
会

２
０
１
５
市
民
サ
ロ
ン
第
２
講 

再
発
見
！
お
い
し
い
庄
内
の
ひ
・
み
・
つ
を
探
る

■日
９
月
７
日
○月
午
後
６
時
30
分　

■内「
お
米

に
つ
い
て
詳
し
く
知
ろ
う
」
阿
部
洋
平
氏

（
山
形
県
農
業
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員
）、

「
豊
か
な
自
然
を
育
む
微
生
物
の
グ
ロ
ー
バ

ル
な
活
躍
」
久
保
響
子
氏
（
鶴
岡
高
専
助
教
）　　

■場
・
■申
庄
内
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
内
「
鶴
岡

高
専
技
術
振
興
会
」
☎
23
‐
２
２
０
０

女
性
リ
ー
ダ
ー
育
成
事
業 

チ
ェ
リ
ア
塾
専
門
コ
ー
ス（
全
４
回
）

■日
９
月
19
日
○土
、
10
月
３
日
○土
・
17
日
○土
、

11
月
３
日
○火
午
前
10
時
～
午
後
３
時　

■対
同
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塾
基
本
コ
ー
ス
受
講
者
及
び
男
女
共
同
参
画

に
関
心
の
あ
る
女
性
先
着
25
人　

■内
男
女
共

同
参
画
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
概
論
・
実

践
、
地
域
課
題
や
地
域
参
画　

■費
３
、０
０

０
円　

■場
・
■申
９
月
11
日
○金
ま
で
山
形
県
男

女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
チ
ェ
リ
ア（
山
形
市
）

☎
０
２
３
‐
６
２
９
‐
７
７
５
１
へ　

■他
HP

ハ
ク
ビ
シ
ン
等
の
生
態
と
被
害
防
止
対
策
を
学
ぶ 

農
作
物
等
被
害
防
止
対
策
研
修
会

■日
９
月
25
日
○金
午
後
１
時
30
分　

■場
市
役
所

本
所　

■定
先
着
１
０
０
人　

■申
９
月
11
日
○金

ま
で
本
所
農
政
課
☎
内
線
５
５
２
ま
た
は
各

地
域
庁
舎
産
業
課
へ

展
示
道
具
の
使
い
方
講
習
会

■日
９
月
26
日
○土
午
後
２
時　

■対
鶴
岡
ア
ー
ト

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
展
示
に
利
用
し
て
い
る
ま
た

は
利
用
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
個
人
・
団
体　

■場
・
■申
９
月
４
日
○金
～
25
日
○金
に
同
館
☎

29
‐
０
２
６
０
へ

鶴
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会 

「
介
護
職
員
初
任
者
研
修（
Ⅱ
）」

■日
９
月
29
日
○火
～
12
月
４
日
○金　

■場
鶴
岡
ふ

れ
あ
い
プ
ラ
ザ
か
た
り
あ
い
等　

■定
20
人　

■費
３
万
円
（
別
途
健
康
診
断
料
）　

■申
９
月

７
日
○月
～
11
日
○金
に
同
協
議
会
事
業
推
進
課

（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
24
‐
０
０
５
３
へ

中
央
公
民
館 

後
期
市
民
講
座

▼
大
人
の
た
め
の
館
外
学
習　

■日
９
月
30
日

○水
午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分　

■場

㈱
マ
ル
ハ
チ
（
庄
内
町
）、
ク
ラ
ッ
セ
（
同
）、

花
王
㈱
酒
田
工
場
（
酒
田
市
）　

■定
25
人　

■費
２
、
５
０
０
円
（
昼
食
代
等
）

▼
役
立
つ
！
よ
く
わ
か
る
！
「
公
証
役
場
」

活
用
術　

■日
10
月
２
日
○金
・
16
日
○金
・
30

日
○金
午
後
１
時
30
分
（
全
３
回
）　

■場
同
館　

■定
30
人　

■師
寒
河
江
晃
氏
（
鶴
岡
公
証
役
場

公
証
人
）

▼
人
生
の
知
恵
を
学
ぶ
「
論
語
」
入
門　

■日

10
月
７
日
○水
・
21
日
○水
、
11
月
４
日
○水
・
18

日
○水
、12
月
２
日
○水
・
15
日
○火
午
前
10
時
（
全

６
回
）　

■場
同
館　

■定
30
人　

■師
菅
原
直
香

氏
（
全
国
漢
文
教
育
学
会
北
海
道
・
東
北
地

区
評
議
員
）　

■費
３
、
０
０
０
円

▼
詩
吟
で
心
も
豊
か
に
。
貴
方
も
わ
た
し
も

現
代
詩
吟
講
座　

■日
10
月
14
日
・
28
日
、
11

月
11
日
・
25
日
、
12
月
９
日
・
16
日
の
水

曜
日
午
後
１
時
30
分
（
全
６
回
）　

■場
同
館　

■定
15
人　

■師
佐
藤
膺
州
氏
（
日
本
九
重
流
詩

吟
八
段
師
範
）　

■費
３
、
０
０
０
円

▼
石
原
莞
爾
の
生
涯
と
そ
の
時
代　

■日
10
月

13
日
○火
・
27
日
○火
、
11
月
10
日
○火
午
後
７
時

（
全
３
回
）　

■場
同
館　

■定
30
人　

■師
阿
部

博
行
氏
（
鶴
岡
市
史
編
さ
ん
委
員
）　

■費
１
、

５
０
０
円

▼
筆
ペ
ン
楽
書　

■日
10
月
28
日
○水
午
後
１
時

30
分　

■場
同
館　

■定
15
人　

■師
岡
部
陽
子
氏

（
楽
書
主
宰
）　

■費
５
０
０
円（
別
途
教
材
費
）

▼
共
通　

■申
９
月
４
日
○金
～
25
日
○金
に
同
館

☎
25
‐
１
０
５
０
へ

中
央
公
民
館
女
性
セ
ン
タ
ー          

つ
る
お
か
お
う
ち
御
膳
料
理
教
室

■日
９
月
30
日
○水
午
前
10
時
30
分
～
午
後
１
時　
　

■対
市
内
、
三
川
町
、
庄
内
町
に
在
住
ま
た
は

勤
務
の
方
先
着
20
人　

■師
鶴
岡
市
食
生
活
改

善
推
進
協
議
会
温
海
地
域
会
員　

■費
１
、
２

０
０
円　

■場
・
■申
９
月
４
日
○金
～
18
日
○金
に

同
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
２
３
４
０
へ

山
形
県
発
明
協
会　
　
　
　
　
　
　

知
的
財
産
セ
ミ
ナ
ー

■日
９
月
30
日
○水
午
後
１
時
30
分　

■場
マ
リ
カ　

■定
50
人　

■内「
知
的
財
産
に
係
る
リ
ス
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
と
知
的
財
産
を
活
用
し
た
経
営

戦
略
」
黒
沼
吉
行
氏
（
弁
理
士
）、「
知
的
財

産
を
活
用
し
た
経
営
・
医
療
機
器
分
野
へ
の

参
入
」
今
野
高
志
氏　

■申
同
協
会
☎
０
２

３
‐
６
４
４
‐
３
３
１
６　

■他
HP

中
央
公
民
館
女
性
セ
ン
タ
ー「
か
が
や
き
女
性
塾
」 

あ
な
た
の〝
ち
ょ
い
〟輝
き
応
援
し
ま
す（
全
３
回
）

■日
・
■内
９
月
30
日
○水
…「
若
々
し
い
歩
き
方
、

ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
ス
ト
レ
ッ
チ
を
マ
ス
タ

ー
し
よ
う
！
」
齋
藤
瑞
穂
氏
（
こ
こ
ろ
す
た

じ
お
主
宰
）　

10
月
19
日
○月
…「
髪
の
お
悩
み

解
決
！
」
西
村
順
子
氏
（
山
形
県
が
ん
サ
ポ

ー
ト
美
容
師
会
会
長
）、
大
井
弘
子
氏
（
山

形
県
ハ
ー
ト
フ
ル
美
容
師
会
会
長
）　

11
月

４
日
○水
…「
顔
の
リ
ン
パ
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
学

ぶ
！
」
佐
藤
真
由
美
氏
（
リ
フ
レ
ク
ソ
ロ
ジ

ス
ト
）　

■時
午
後
７
時　

■定
先
着
20
人　

■費

１
、
５
０
０
円　

■場
・
■申
９
月
４
日
○金
～
25

日
○金
に
同
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
２
３
４
０
へ

市
民
の
た
め
の
夕
学
講
座（
全
10
回
）

■日
10
月
上
旬
～
来
年
１
月
下
旬　

■場
公
益
大

大
学
院　

■対
中
学
生
以
上
先
着
80
人　

■内
夕

学
五
十
講
（
映
像
中
継
）、
生
命
科
学
講
座　

■費
３
、
０
０
０
円
（
１
回
５
０
０
円
、
学
生

無
料
）　

■申
９
月
４
日
○金
か
ら
致
道
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
☎
29
‐
０
８
１
０
ま
た
は
本
所
政
策

企
画
課
☎
内
線
５
２
６
へ　

■他
HP

危
険
物
取
扱
者
試
験 

準
備
講
習
会

■日
丙
種
…
９
月
30
日
○水　

乙
種
第
４
類
…
10

月
１
日
○木
・
２
日
○金
（
２
日
間
）　

■場
消
防

本
部　

■定
１
０
０
人　

■申
９
月
７
日
○月
～
24

日
○木
に
消
防
本
部
予
防
課
☎
22
‐
８
３
３
２
、

消
防
署
ま
た
は
消
防
各
分
署
へ

庄
内
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー 

産
業
人
材
育
成
事
業

▼
Ｍ
Ｑ
会
計
手
法
を
取
り
入
れ
た
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
ゲ
ー
ム
講
座　

■日
10
月
６
日
○火
・
７
日

○水
午
前
９
時
～
午
後
７
時
（
７
日
は
午
後
５

時
ま
で
、
全
２
回
）　

■定
12
人　

■費
１
万
２
、

０
０
０
円

▼
管
理
者
研
修　

■日
10
月
７
日
○水
・
８
日
○木

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
全
２
回
）　

■定
20

人　

■費
１
万
２
、
０
０
０
円

▼
シ
ー
ケ
ン
ス
制
御
基
礎
講
座　

■日
10
月
７

日
～
28
日
の
毎
週
水
曜
日
午
後
６
時
30
分

（
全
４
回
）　

■定
８
人　

■費
６
、
０
０
０
円

▼
３
Ｄ
‐
Ｃ
Ａ
Ｄ
高
度
設
計
講
座　

■日
10

月
１
日
○木
・
２
日
○金
午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
全
２
回
）　

■定
５
人　

■費
２
万
２
、
６
８
０

円　

■申
９
月
16
日
○水
ま
で

▼
５
Ｓ
推
進
研
修　

■日
11
月
17
日
○火
午
前

９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分　

■定
20
人　

■費

６
、
４
８
０
円　

■申
９
月
16
日
○水
ま
で

▼
共
通　

■場
・
■申
同
セ
ン
タ
ー
☎
23
‐
２
２

０
０　

■他
HP

中
央
公
民
館
女
性
セ
ン
タ
ー 

秋
季
講
座

▼
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
で
作
る
写
真
立
て　

■日



20

10
月
６
日
○火
・
13
日
○火
・
20
日
○火
午
前
10
時

（
全
３
回
）　

■定
先
着
15
人　

■師
布
川
美
與
子

氏
（
遊
工
房
主
宰
）　

■費
３
、
０
０
０
円

▼
聞
い
て
食
べ
て　

と
こ
と
ん
！
イ
タ
リ
ア　

■日
10
月
７
日
○水
午
後
１
時
30
分
・
28
日
○水
午

前
10
時
30
分
、
11
月
４
日
○水
午
後
１
時
30
分

（
全
３
回
）　

■定
先
着
16
人　

■師
伊
藤
浩
二
氏

（
ラ
ボ
・
ア
マ
ー
ノ
講
師
）　

■費
３
、
２
０
０

円▼
石
け
ん
を
彫
っ
て
削
っ
て
、
お
花
に
変
身　

■日
10
月
９
日
○金
・
23
日
○金
、
11
月
６
日
○金
午

前
10
時（
全
３
回
）　

■定
先
着
20
人　

■師
阿
部

幸
雄
氏
（
食
育
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）　

■費

２
、
０
０
０
円

▼
英
字
を
素
敵
に
～
カ
リ
グ
ラ
フ
ィ
ー
～

■日
10
月
24
日
○土
、
11
月
14
日

○土
・
28
日
○土
午
前
10
時（
全
３

回
）　

■定
先
着
10
人　

■師
㈱
丸

東　

■費
２
、
５
０
０
円

▼
は
じ
め
て
の
茶
道　

■日
10
月
14
日
○水
・
28

日
○水
、
11
月
11
日
○水
午
後
１
時
30
分（
全
３

回
）　

■定
先
着
12
人　

■師
小
林
宗
健
氏
（
茶

道
裏
千
家
教
授
）　

■費
２
、
１
０
０
円

▼
女
性
の
た
め
の
ス
ト
レ
ッ
チ
＆
エ
ク
サ
サ

イ
ズ　

■日
11
月
２
日
・
16
日
・
30
日
、
12
月

７
日
・
21
日
の
月
曜
日
午
後
７
時（
全
５
回
）　

■定
先
着
15
人　

■師
釼
持
由
美
氏
（
健
康
運
動

実
践
指
導
者
）　

■費
２
、
５
０
０
円

▼
共
通　

■対
市
内
、
三
川
町
、
庄
内
町
に
在

住
ま
た
は
勤
務
の
方　

■場
・
■申
９
月
４
日
○金

～
25
日
○金
に
同
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
２
３
４
０

へ
出
羽
庄
内
国
際
村　

文
化
体
験
講
座 

楊
式
太
極
拳
講
座
（
後
期
・
全
24
回
）

■日
入
門
コ
ー
ス
…
10
月
７
日
～
来
年
３
月
23

日
の
水
曜
日　

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
コ
ー
ス
…
10

月
８
日
～
来
年
３
月
24
日
の
木
曜
日　

■時
午

後
７
時　

■費
各
２
万
１
、
６
０
０
円　

■師
覃

莉
莉
氏　

■場
・
■申
出
羽
庄
内
国
際
村
☎
25
‐

３
６
０
０　

■他
４
人
以
上
で
開
講

中
央
公
民
館
短
期
青
年
講
座           

気
軽
に
楽
し
む
日
本
酒
講
座 

秋
あ
が
り
・
ひ
や
お
ろ
し
編

■日
10
月
９
日
○金
午
後
７
時　

■場
芝
楽　

■対
市

内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
の
20
歳
～
40
歳
代
の

方
先
着
20
人　

■師
郷
守
一
幸
氏
（
鶴
岡
ふ
う

ど
〈
食
×
風
土
〉
ガ
イ
ド
）　

■費
３
、
５
０

０
円　

■申
９
月
30
日
○水
ま
で
同
館
☎
25
‐
１

０
５
０
へ

危
険
物
取
扱
者
試
験

■日
10
月
24
日
○土　

■場
鶴
岡
工
業
高
校　

■申
電　

子
…
９
月
４
日
○金
午
前
９
時
～
13
日
○日
午
後

５
時　

書
面
…
９
月
７
日
○月
～
16
日
○水　

■問

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
山
形
県
支
部
☎
０

２
３
‐
６
３
１
‐
０
７
６
１　

■他
HP
。
願
書

は
消
防
本
部
、
消
防
署
・
各
分
署
に
設
置

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習（
２
日
間
）

■日
10
月
28
日
○水
・
29
日
○木　

■場
消
防
本
部　

■定
１
０
０
人　

■申
９
月
24
日
○木
～
10
月
７
日

○水
に
山
形
県
消
防
設
備
協
会
☎
０
２
３
‐
６

２
９
‐
８
４
７
７
へ　

■他
HP
。
申
込
書
は
消

防
本
部
、
消
防
署
・
各
分
署
に
設
置

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者　
　

受
験
講
習
会（
希
望
者
の
み
）・
試
験

■日
・
■費
受
験
講
習
会
…
10
月
16
日
○金
・
２
、

０
０
０
円　

試
験
…
11
月
15
日
○日
午
後
１

時
・
３
、
０
０
０
円　

■場
山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ

ン
グ
（
山
形
市
）　

■申
９
月
１
日
○火
～
30
日

○水
に
上
下
水
道
部
下
水
道
課
☎
25
‐
５
８
６

０
へ募

集
・
相
談
・
そ
の
他

平
成
28
年
産
「
つ
や
姫
」 

生
産
者

　

栽
培
面
積
・
方
法
や
販
売
方
法
、
募
集
期

間
な
ど
募
集
要
項
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■申
農
協
・
米
穀
集
荷
業
者
等
に
出
荷
す
る
方

…
農
協
・
米
穀
集
荷
業
者
等
へ　

個
人
で
販

売
す
る
方
…
本
所
農
政
課
☎
内
線
５
５
２
ま

た
は
各
地
域
庁
舎
産
業
課
へ　

■問
庄
内
総
合

支
庁
農
業
技
術
普
及
課
☎
64
‐
２
１
０
３　

■他
市
HP出

会
い
の
機
会
を
あ
な
た
に
！　
　
　

や
ま
が
た
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

山
形
県
や
各
市
町
村
、
商
工
団
体
等
が
運

営
す
る
「
や
ま
が
た
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
」
で
は
、
20
歳
以
上
の
結
婚
希
望
者
を

応
援
す
る
た
め
、
１
対
１
の
お
見
合
い
支
援

サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
た
め
に
は
登
録
が
必
要
で
す
。

■
登
録
料　

１
万
円　

■
登
録
期
間　

３
年　

■問
出
会
い
支
援
サ
ー
ビ
ス
庄
内
支
所
☎
64
‐

８
８
９
５　

■他
HP

９
月
10
日
～
16
日
は
自
殺
予
防
週
間 

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
統
一
ダ
イ
ヤ
ル

■日
９
月
10
日
○木
～
16
日
○水
午
前
９
時
～
午

後
５
時
（
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
も
受
付
）　

■
電
話　

☎
０
５
７
０
‐
０
６
４
‐
５
５
６

Ｂ
型
肝
炎
特
別
措
置
法
説
明

会
・
個
別
相
談
会
（
無
料
）

■日
９
月
12
日
○土
午
後
１
時
30
分
～
４
時
（
受

付
は
午
後
３
時
ま
で
）　

■場
勤
労
者
会
館　

■対
集
団
予
防
接
種
で
Ｂ
型
肝
炎
に
な
っ
た
方

と
そ
の
家
族　

■内
同
法
及
び
認
定
手
続
き
、

個
別
相
談
会　

■問
全
国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
新
潟

事
務
所
☎
０
２
５
‐
２
２
３
‐
１
１
３
０

弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す 

勤
労
者
無
料
法
律
相
談
会

■日
９
月
25
日
○金
午
後
３
時
～
７
時
（
１
人
当

た
り
30
分
）　

■対
市
内
、
三
川
町
、
庄
内
町

に
在
住
ま
た
は
勤
務
の
方
先
着
８
人　

■場
・

■申
９
月
24
日
○木
ま
で
東
北
労
働
金
庫
鶴
岡
支

店
☎
22
‐
３
１
４
７
へ

藤
沢
周
平
記
念
館
・
旧
致
道
館
・
大
宝
館 

臨
時
開
館
・
休
館
の
お
知
ら
せ

　

毎
週
水
曜
日
は
休
館
で
す
が
、
９
月
23
日

○水
は
開
館
し
、
24
日
○木
は
休
館
し
ま
す
。

■問
藤
沢
周
平
記
念
館
…
同
館
☎
29
‐
１
８
８

０　

旧
致
道
館
・
大
宝
館
…
社
会
教
育
課（
櫛

引
庁
舎
）
☎
57
‐
４
８
６
８

自
衛
官
等
採
用　

１
次
試
験 

（
平
成
28
年
４
月
入
校
）

■日
・
■場
▽
防
衛
医
科
大
学
校
（
看
護
学
科

学
生
）
…
10
月
17
日
○土
（
鶴
岡
合
同
庁
舎
）　

▽
同
（
医
学
科
学
生
）
…
10
月
31
日
○土
・
11

月
１
日
○日（
山
形
地
方
合
同
庁
舎〈
山
形
市
〉）

▽
防
衛
大
学
校
学
生
（
一
般
・
前
期
）
…
11

月
７
日
○土
・
８
日
○日
（
勤
労
者
会
館
）　

■問

自
衛
隊
山
形
地
方
協
力
本
部
鶴
岡
出
張
所
☎

22
‐
０
４
６
６　

■他
HP
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   私は400年続く農家に生まれ、平成22年に18代目
として就農しました。就農の研修中に後継者がいな
い柿畑が多いことに気付き、今は地区内のそのよう
な柿畑を譲り受け、試行錯誤し柿作りをしています。
   柿は、昔から塗料や漢方、お茶に使われるなど、
暮らしにも密接に関わってきました。「食味や健康
成分をはじめ、歴史や文化との関わり等、庄内柿の
多様な魅力に興味を持ってもらいたい」と立ち上げ
たのが同プロジェクトです。協力者には県内外の
様々な業種の人がいて、知恵を出し合って庄内柿を
ＰＲしています。庄内柿の新しい食べ方の紹介もそ
の一つ。調理法などをまとめた小冊子を作りました。

また、柿尽くしの創作フルコースを食べる「オラい
の柿食う会」を庄内はもとより山形市や東京でも開
催し、今年の夏は山形市内のイベントで、冷凍完熟
柿のかき氷を作り、販売しました。いずれも「柿を
こんなふうに食べたことがない」と好評でした。
   イベントやフェイスブックで情報を発信すると、
アイデアを寄せてくれたり、新しいつながりが生ま
れ、イベントの共催に発展したりと、庄内柿を応援
してくれる人の輪ができてきました。この輪を広げ
ながら、朝日地域の食の多様性を更に知ってもらえ
るよう、また、県外の人からもっと関心を持っても
らえるようにしていきたいです。

　仕事や趣味など、様々な分野で目標
に向かって、生き生きと輝いている市
民の皆さんを紹介していきます。

伝えたい  庄内柿の魅力

五
い が ら し

十嵐   大
だ い す け

輔さん　（朝日・越中山）

　庄内柿は角型で平べったく種がな
い渋柿です。鶴岡を代表する果実の
一つですが、甘柿が主流の関東では
知らない人が多く、近年は収穫量が
減少しています。五十嵐さんは越中
山地区で約2.3haの柿を栽培しなが
ら、「庄内柿サスティナブル ･ プロジ
ェクト」の代表として庄内柿の普及
に取り組んでいます。

酒
田
市
民
芸
術
祭 

開
幕
式
典
・
公
演

■日
９
月
６
日
○日　

■時
式
典
…
午
後
１
時
30
分　

開
幕
公
演
（
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
と
市
民
合
唱
団
に
よ
る
音
楽
公
演
）
…
２
時
30
分　

■場

希
望
ホ
ー
ル　

■費
５
０
０
円
（
高
校
生
以
下
・
協
賛
者
証
を
お
持

ち
の
方
無
料
）　

■
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
い　

同
ホ
ー
ル
、
酒
田
市
総

合
文
化
セ
ン
タ
ー　

■問
同
ホ
ー
ル
内
「
同
祭
実
行
委
員
会
」
事
務

局
☎
０
２
３
４
‐
26
‐
５
４
５
０

酒
田
市
美
術
館
特
別
展 

～
挑
戦
す
る
現
代
ガ
ラ
ス
～  

'15
日
本
の
ガ
ラ
ス
展

■日
９
月
12
日
○土
～
10
月
18
日
○日
午
前
９
時
～
午
後
５
時　

■費
大
人

…
８
３
０
円　

高
校
生
・
大
学
生
…
４
２
０
円
（
中
学
生
以
下
無

料
）　

■場
・
■問
同
館
☎
０
２
３
４
‐
31
‐
０
０
９
５

庄
内
町
の
う
ま
い
も
の
が
勢
ぞ
ろ
い 

庄
内
町
の
秋
ま
つ
り

▼
あ
ま
る
め
秋
ま
つ
り
　
■日
10
月
４
日
○日
午
前
10
時
～
午
後
３

時　

■場
庄
内
町
総
合
体
育
館
周
辺
　

▼
た
ち
か
わ
秋
ま
つ
り　

■日
10
月
11
日
○日
午
前
10
時
～
午
後
２

時
30
分　

■場
庄
内
町
体
育
セ
ン
タ
ー
周
辺

▼
共
通　

■問
庄
内
町
観
光
協
会
☎
０
２
３
４
‐
42
‐
２
９
２
２

遊
佐
町
芸
術
祭
特
別
参
加 

小
椋
佳
「
遊
佐
の
夕
べ
」

■日
10
月
６
日
○火
午
後
７
時　

■
出
演　

小
椋
佳
氏
、
坂
田
梁
山
氏

（
尺
八
）、
坂
田
美
子
氏
（
琵び

わ琶
）、
稲
葉
美
和
氏
（
箏そ
う

）　

■費
前
売

り
券
３
、
０
０
０
円
（
当
日
券
は
要
問
合
せ
）　

■場
・
■
チ
ケ
ッ

ト
取
扱
い　

９
月
８
日
○火
か
ら
遊
佐
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
☎
０

２
３
４
‐
72
‐
２
２
３
６
へ 　

■他
託
児
あ
り
（
要
申
込
み
）
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環
境
に
配
慮
し
古
紙
再
生
紙
と
植

物
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す

休 日 診 療　　■問健康課（にこ♥ふる）☎内線362

●急な病気の際は……休日夜間診療所☎23‐5678
　・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　①   9：00 ～ 11：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② 13：30 ～ 16：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ③ 18：00 ～ 20：30
　　　　　　＜上記以外の月曜～土曜日＞   ④ 19：00 ～ 21：30
　・診療科　内科、小児科、外科（②のみ）
　　　　　　※小児科は、①のみ小児科医が診察します。

●休日の歯痛の際は…休日歯科診療所☎23‐0372
　・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　①   9：00 ～ 12：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② 13：00 ～ 15：00

編集・発行／鶴岡市総務部総務課

鶴岡市役所
本所

藤島庁舎
羽黒庁舎
櫛引庁舎
朝日庁舎
温海庁舎

〒 997‐8601

（メールアドレス）
（ホームページ）
（フェイスブックページ）
（窓口受付時間）

〒 999‐7696
〒 997‐0192
〒 997‐0346
〒 997‐0492
〒 999‐7205

山形県鶴岡市馬場町９‐25
☎0235‐25‐2111　FAX 0235‐24‐9071
tsuruoka@city.tsuruoka.lg.jp
http://www.city.tsuruoka.lg.jp
https://www.facebook.com/tsuruokacity
月曜～金曜日（祝日・年末年始除く）
午前８時30分～午後５時15分
市内藤島字笹花25　☎64‐2111
市内羽黒町荒川字前田元89　☎62‐2111
市内上山添字文栄100　☎57‐2111
市内下名川字落合１　☎53‐2111
市内温海戊577‐１　☎43‐2111

《人口と世帯》（平成27年７月31日現在）
　住民基本台帳人口合計：132,093人
　　 （男：62,956人、女：69,137人）
　世帯数：48,575世帯

↑
メ
ー
ル
は

　

こ
ち
ら
か
ら

↑
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

　

こ
ち
ら
か
ら

献血　９/4 ～ 10/3
献血会場で骨髄ドナー登録もできます
■問健康課（にこ♥ふる）☎内線362

月　日 受付時間 会　場
９．12○土 10：00 ～12：00 鶴岡協同の家こぴあ

〃 13：30 ～16：00 　　　　〃

今月の各種相談窓口開設日　９/4 ～ 10/3
内 容 問 合 せ 相 談 日 時 ・ 会 場 等

行 政 相 談

（ 行 政 相 談 委 員 ）

本所市民課☎内線158 ８日○火14：00～16：00・市役所本所

藤島庁舎総務企画課☎内線214 25日○金13：00～15：00・藤島ふれあいセンター

羽黒庁舎総務企画課☎内線227 15日○火13：30～15：30・市役所羽黒庁舎

朝日庁舎総務企画課☎内線303 15日○火13：30～15：30・朝日中央コミュニティセンター

温海庁舎総務企画課☎内線312 28日○月 13：00～15：00・温海ふれあいセンター

登 記 相 談（ 司 法 書 士 ） 本所市民課☎内線158 17日○木14：00～16：00・市役所本所

休 日 年 金 相 談 日本年金機構鶴岡年金事務所☎23‐5040 12日○土９：30～16：00（要予約）・同事務所

各種相談窓口 ※主に市が開設している暮らしに関する相談窓口を紹介します。
　その他の様々な悩みごとは「総合相談」へお問い合わせください。

内 容 相談窓口・電話番号 相 談 日 時 等

総合相談（身近な悩みや心配ごと等） 鶴岡市総合相談室☎0120‐866‐294 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00 ～16：00

消 費 生 活 相 談 消費生活センター☎25‐2982
月曜～金曜日（祝日は除く）9：00 ～16：00

内 職 相 談、 若 年 者 職 業 紹 介 鶴岡ワークサポートルーム☎25‐2215

教 育 相 談（ 学 校 教 育 全 般 ）
教育委員会学校教育課☎57‐4864

月曜～金曜日（祝日は除く）9：00 ～17：00〃　　（ 就 学 に 関 す る こ と ）

〃　　（ 青 少 年 の 健 全 育 成 ） 青少年育成センター☎0120‐783‐748

〃　　（不登校・適応指導教室等） 教育相談センター☎23‐9351 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00 ～16：00

子 育 て ・ 家 庭 児 童 相 談 子ども家庭支援センター☎25‐2741
月曜～金曜日（祝日は除く）8：30 ～17：15

障害者に関する相談（身体・知的・精神・児童） 障害者相談支援センター☎25‐2794

高 齢 者 に 関 す る 相 談 お住まいの地域を担当する地域包括支援センターへ


